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は
じ
め
に

戦
国
期
に
お
け
る
地
域
権
力
間
の
境
目
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
戦
国
大
名
間
の
戦
争
の
本
質

を
国
郡
境
目
相
論
と
規
定
し
た
藤
木
久
志
の
研
究
（
藤
木
　
一
九
八
五
）
以
降
、
各
地
で
実

証
的
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
境
目
は
一
定
の
幅
を
も
っ
た
領
域
と
し
て
把
握
さ
れ
、

国
衆
以
下
の
自
立
的
・
主
体
的
な
活
動
が
解
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
半
手
な
ど
の
特
有
の
慣

行
に
も
光
が
当
て
ら
れ
た
（
山
本
　
一
九
九
七
・
則
竹
　
二
〇
〇
二
・
稲
葉
　
二
〇
〇
九
・

大
貫
　
二
〇
一
八
な
ど
）。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
戦
乱
が
常
態
化
し
た
当
該
期
固
有
の
も

の
と
い
え
、
戦
国
大
名
の
領
国
支
配
や
戦
争
と
民
衆
の
関
係
を
捉
え
直
す
重
要
な
論
点
を
提

起
し
て
い
る
。

如
上
の
境
目
研
究
に
呼
応
す
る
形
で
、
城
郭
史
の
分
野
で
は
境
目
地
域
に
お
け
る
城
郭
の

分
布
と
そ
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
松
岡
進
は
、
規
模
の
大
小
と
臨
時
性
・
恒
常
性
の

二
つ
の
尺
度
に
基
づ
き
城
郭
を
類
型
化
し
、
境
目
地
域
の
重
層
的
な
城
館
構
成
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
境
目
で
の
築
城
が
概
ね
臨
時
的
で
あ
り
、
戦
国
大
名
の
軍
事
編

成
が
在
地
の
勢
力
に
多
分
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
松
岡
　
二
〇
〇

二
）。
一
方
、
多
田
暢
久
と
岡
寺
良
は
、
戦
国
期
山
城
に
固
有
の
遺
構
で
あ
る
畝
状
空
堀
群

（
竪
堀
を
複
数
並
列
さ
せ
た
防
御
施
設
）
の
分
布
に
着
目
し
、
大
名
の
戦
略
的
意
図
を
読
み

取
っ
て
い
る
（
多
田
　
二
〇
〇
二
・
岡
寺
　
二
〇
二
〇
）。
地
表
面
観
察
に
基
づ
く
城
郭
の

構
築
年
代
の
推
定
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
も
の
の
（
竹
井
　
二
〇
二
二
）、
史
料
か
ら
う

か
が
え
る
政
治
情
勢
と
の
突
き
合
わ
せ
に
よ
り
、
境
目
を
め
ぐ
る
攻
防
の
実
態
を
よ
り
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
検
討
す
る
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
は
、
戦
国
期
に
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
揆
の
間

で
し
ば
し
ば
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
朝
倉
氏
は
、
主
家
で
あ
る
斯
波
氏
権
力
の
分
裂
に

伴
い
一
五
世
紀
中
頃
に
台
頭
す
る
。
一
乗
谷
（
福
井
市
）
を
本
拠
と
し
、
敦
賀
・
府
中
・
大

野
な
ど
の
要
衝
を
把
握
し
、
奉
行
人
制
や
郡
司
な
ど
の
機
構
を
整
備
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
な
ど
）。

加
賀
一
向
一
揆
に
つ
い
て
は
、
組
織
構
成
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
が
、
政
治
史
と
の

関
わ
り
も
含
め
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（
井
上
　
一
九
六
九
・
神
田
　
一
九
九
八
・
金
龍
　
二

〇
〇
一
）。
近
年
で
は
、
本
願
寺
の
編
成
を
自
明
と
せ
ず
、
国
人
の
独
自
の
利
害
を
重
視
し

て
一
揆
の
性
格
を
捉
え
直
す
動
き
も
あ
る
（
竹
間
　
二
〇
一
二
・
二
〇
二
一
な
ど
）。
一
向

一
揆
は
、
国
郡
の
枠
組
み
に
拘
束
さ
れ
な
い
組
織
形
態
を
と
り
、
北
陸
一
向
宗
と
し
て
の
一

体
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
（
福
井
県
　
一
九
九
四
）。
そ
の
意
味
で
は
、
戦
国
大
名
間
の
領

土
紛
争
と
は
異
な
る
境
目
の
特
質
が
浮
か
び
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

上
記
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
戦
国
期
の
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る

朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
を
史
料
に
基
づ
い
て
整
理
し
、
当
該
地
域
の
中
世
城
館
の
分
布
や
構
造

と
の
関
連
を
探
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
郡
境
を
自
明
と
し
な
い
一
向
一
揆
に
、
朝
倉
氏
が
ど

う
対
処
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
の
際
、
越
前
で
は
最
も
加
賀
側
に
近
い
山
城
の
一
つ
で
あ
る
神
宮
寺
城
（
あ
わ
ら
市

指
中
・
沢
）
に
着
目
す
る
。
神
宮
寺
城
は
、
戦
国
期
山
城
の
遺
構
を
良
好
に
残
す
こ
と
か

戦
国
期
の
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
と
築
城

―
越
前
国
神
宮
寺
城
を
中
心
に
―

新
　
谷
　
和
　
之
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図１　  加賀・越前国境戦関係地図（明治期の輯成20万分1図（平凡社　1971）に加筆）
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み
る
こ
と
が
で
き
る
。
斯
波
氏
の
内
紛
に
、
国
境
域
の
勢
力
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
、
朝
倉
孝
景
（
英
林
）
は
甲
斐
方
と
府
中
（
越
前
市
）
で

戦
い
、
勝
利
を
お
さ
め
る
。
甲
斐
方
は
国
外
へ
逃
走
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

三
年
八
月
一
七
・
二
〇
日
条
）。
文
明
四
年
八
月
、
孝
景
は
長
崎
荘
に
籠
も
っ
た
甲
斐
方
を

攻
め
、
甲
斐
の
下
方
衆
は
加
賀
へ
、
上
方
衆
は
近
江
へ
没
落
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
』
文
明
四
年
八
月
二
〇
日
条
）。
文
明
五
年
七
月
、
甲
斐
方
は
細
呂
宜
郷
へ
侵
攻
す
る

が
、
翌
月
の
合
戦
で
大
敗
し
、
加
賀
へ
逃
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
八
月

一
五
日
条
）。

文
明
五
年
の
戦
い
は
、
朝
倉
宗
滴
の
戦
功
を
ま
と
め
た
「
当
国
御
陣
之
次
第
」（
福
井
県

立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
）
に
は
「
光
塚
・
蓮
浦
合
戦
」
と
あ
り
、
栂
野

隼
人
が
討
死
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
栂
野
氏
は
、
一
乗
谷
に
ほ
ど
近
い
栂
野
村
（
福
井
市

栂
野
）
の
出
身
と
み
ら
れ
、
地
侍
出
身
の
根
本
被
官
と
考
え
ら
れ
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

ま
た
、「
朝
倉
盛
衰
記
」
所
収
の
孝
景
裏
書
写
（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
四
）

で
は
「
日
（
樋
）
山
合
戦
」
と
さ
れ
、
敵
は
加
賀
国
仁
王
堂
な
ら
び
に
政
所
村
よ
り
打
ち
出
で
、

朝
倉
氏
景
の
野
陣
へ
取
り
懸
か
っ
た
と
あ
る
。
佐
藤
圭
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
も
と
に
、
細
呂

宜
郷
内
の
城
が
敵
方
に
奪
わ
れ
、
氏
景
が
こ
れ
ら
の
城
を
力
攻
め
に
し
て
多
大
な
犠
牲
を
出

し
、
加
賀
か
ら
後
攻
の
甲
斐
勢
が
侵
攻
し
て
大
合
戦
に
な
っ
た
と
叙
述
し
て
い
る
（
佐
藤
　

二
〇
一
四
）。

文
明
一
一
年
閏
九
月
、
斯
波
義
寛
・
義
孝
は
、
甲
斐
・
二
宮
両
氏
を
率
い
て
越
前
に
侵
攻

し
、
細
呂
宜
郷
に
て
合
戦
が
起
き
る
。
斯
波
方
は
長
崎
に
布
陣
し
、
朝
倉
氏
は
一
国
中
の
路

次
を
封
鎖
し
て
斯
波
方
に
対
峙
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
一
一
月
二
七

日
条
）。
朝
倉
方
が
在
陣
し
て
い
た
金
津
が
夜
討
ち
に
遭
い
、
佐
々
生
光
林
坊
・
井
上
弥
五

郎
が
討
ち
死
に
し
、
大
瀬
古
千
光
坊
・
塚
原
の
宇
野
方
が
手
柄
を
挙
げ
た
（「
当
国
御
陣
之

ら
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
に
あ
わ
ら
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
畝
状
空
堀
群

を
も
つ
こ
と
か
ら
、
朝
倉
氏
が
築
城
に
関
与
し
た
可
能
性
が
城
郭
史
の
側
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
青
木
　
二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
・
佐
伯
　
二
〇
二
一
な
ど
）。
た
だ
し
、
文
献

史
料
上
の
所
見
は
皆
無
に
等
し
く
、
地
元
で
も
城
跡
の
存
在
は
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
神
宮
寺
城
の

位
置
を
、
文
献
史
料
と
城
郭
遺
構
の
双
方
か
ら
問
う
こ
と
で
、
築
城
の
目
的
や
年
代
を
考

え
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
軍
事
的
な
係
争
の
実
態
を
よ
り
豊
か

に
描
き
出
す
と
と
も
に
、
文
献
や
伝
承
の
乏
し
い
城
郭
を
歴
史
上
に
位
置
づ
け
る
一
つ
の

実
践
例
と
も
な
ろ
う
。

一
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
軍
事
情
勢

本
章
で
は
、
一
五
世
紀
中
頃
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
を
対
象
と
し

て
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
を
史
料
を
も
と
に
概
観
す
る
。
た

だ
し
、
一
六
世
紀
前
半
ま
で
の
軍
事
情
勢
に
つ
い
て
は
前
稿
（
新
谷
　
二
〇
二
一
b
）
で
触

れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
留
め
、
一
向
一
揆
と
の
戦
い
を
中
心
に
叙
述
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
関
連
す
る
地
名
を
図
１
に
記
し
た
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

１
　
斯
波
氏
権
力
の
分
裂
と
朝
倉
氏
の
台
頭

応
仁
・
文
明
の
乱
に
先
行
し
て
、
越
前
国
で
は
、
守
護
の
斯
波
義
敏
と
守
護
代
甲
斐
常
治

の
対
立
が
生
じ
て
い
る
（
河
村
　
一
九
八
〇
な
ど
）。
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
、
義

敏
に
与
同
す
る
堀
江
利
真
兄
弟
と
甲
斐
方
と
が
対
戦
し
、
堀
江
氏
が
大
敗
し
た
。
こ
の
時
、

甲
斐
方
に
は
朝
倉
氏
や
本
庄
氏
、
堀
江
の
庶
流
に
あ
た
る
細
呂
宜
氏
ら
が
加
勢
し
て
い
る

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
八
日
条
）。
堀
江
氏
は
越
前
国
坂
北
郡
の
有
力

な
領
主
で
あ
り
、
細
呂
宜
（
近
代
以
降
の
行
政
区
名
は
細
呂
木
）
の
地
名
は
加
賀
と
の
境
に
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み
る
こ
と
が
で
き
る
。
斯
波
氏
の
内
紛
に
、
国
境
域
の
勢
力
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
、
朝
倉
孝
景
（
英
林
）
は
甲
斐
方
と
府
中
（
越
前
市
）
で

戦
い
、
勝
利
を
お
さ
め
る
。
甲
斐
方
は
国
外
へ
逃
走
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

三
年
八
月
一
七
・
二
〇
日
条
）。
文
明
四
年
八
月
、
孝
景
は
長
崎
荘
に
籠
も
っ
た
甲
斐
方
を

攻
め
、
甲
斐
の
下
方
衆
は
加
賀
へ
、
上
方
衆
は
近
江
へ
没
落
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
』
文
明
四
年
八
月
二
〇
日
条
）。
文
明
五
年
七
月
、
甲
斐
方
は
細
呂
宜
郷
へ
侵
攻
す
る

が
、
翌
月
の
合
戦
で
大
敗
し
、
加
賀
へ
逃
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
八
月

一
五
日
条
）。

文
明
五
年
の
戦
い
は
、
朝
倉
宗
滴
の
戦
功
を
ま
と
め
た
「
当
国
御
陣
之
次
第
」（
福
井
県

立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
）
に
は
「
光
塚
・
蓮
浦
合
戦
」
と
あ
り
、
栂
野

隼
人
が
討
死
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
栂
野
氏
は
、
一
乗
谷
に
ほ
ど
近
い
栂
野
村
（
福
井
市

栂
野
）
の
出
身
と
み
ら
れ
、
地
侍
出
身
の
根
本
被
官
と
考
え
ら
れ
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

ま
た
、「
朝
倉
盛
衰
記
」
所
収
の
孝
景
裏
書
写
（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
四
）

で
は
「
日
（
樋
）
山
合
戦
」
と
さ
れ
、
敵
は
加
賀
国
仁
王
堂
な
ら
び
に
政
所
村
よ
り
打
ち
出
で
、

朝
倉
氏
景
の
野
陣
へ
取
り
懸
か
っ
た
と
あ
る
。
佐
藤
圭
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
も
と
に
、
細
呂

宜
郷
内
の
城
が
敵
方
に
奪
わ
れ
、
氏
景
が
こ
れ
ら
の
城
を
力
攻
め
に
し
て
多
大
な
犠
牲
を
出

し
、
加
賀
か
ら
後
攻
の
甲
斐
勢
が
侵
攻
し
て
大
合
戦
に
な
っ
た
と
叙
述
し
て
い
る
（
佐
藤
　

二
〇
一
四
）。

文
明
一
一
年
閏
九
月
、
斯
波
義
寛
・
義
孝
は
、
甲
斐
・
二
宮
両
氏
を
率
い
て
越
前
に
侵
攻

し
、
細
呂
宜
郷
に
て
合
戦
が
起
き
る
。
斯
波
方
は
長
崎
に
布
陣
し
、
朝
倉
氏
は
一
国
中
の
路

次
を
封
鎖
し
て
斯
波
方
に
対
峙
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
一
一
月
二
七

日
条
）。
朝
倉
方
が
在
陣
し
て
い
た
金
津
が
夜
討
ち
に
遭
い
、
佐
々
生
光
林
坊
・
井
上
弥
五

郎
が
討
ち
死
に
し
、
大
瀬
古
千
光
坊
・
塚
原
の
宇
野
方
が
手
柄
を
挙
げ
た
（「
当
国
御
陣
之

ら
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
に
あ
わ
ら
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
畝
状
空
堀
群

を
も
つ
こ
と
か
ら
、
朝
倉
氏
が
築
城
に
関
与
し
た
可
能
性
が
城
郭
史
の
側
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
青
木
　
二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
・
佐
伯
　
二
〇
二
一
な
ど
）。
た
だ
し
、
文
献

史
料
上
の
所
見
は
皆
無
に
等
し
く
、
地
元
で
も
城
跡
の
存
在
は
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
神
宮
寺
城
の

位
置
を
、
文
献
史
料
と
城
郭
遺
構
の
双
方
か
ら
問
う
こ
と
で
、
築
城
の
目
的
や
年
代
を
考

え
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
軍
事
的
な
係
争
の
実
態
を
よ
り
豊
か

に
描
き
出
す
と
と
も
に
、
文
献
や
伝
承
の
乏
し
い
城
郭
を
歴
史
上
に
位
置
づ
け
る
一
つ
の

実
践
例
と
も
な
ろ
う
。

一
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
軍
事
情
勢

本
章
で
は
、
一
五
世
紀
中
頃
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
を
対
象
と
し

て
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
を
史
料
を
も
と
に
概
観
す
る
。
た

だ
し
、
一
六
世
紀
前
半
ま
で
の
軍
事
情
勢
に
つ
い
て
は
前
稿
（
新
谷
　
二
〇
二
一
b
）
で
触

れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
留
め
、
一
向
一
揆
と
の
戦
い
を
中
心
に
叙
述
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
関
連
す
る
地
名
を
図
１
に
記
し
た
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

１
　
斯
波
氏
権
力
の
分
裂
と
朝
倉
氏
の
台
頭

応
仁
・
文
明
の
乱
に
先
行
し
て
、
越
前
国
で
は
、
守
護
の
斯
波
義
敏
と
守
護
代
甲
斐
常
治

の
対
立
が
生
じ
て
い
る
（
河
村
　
一
九
八
〇
な
ど
）。
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
、
義

敏
に
与
同
す
る
堀
江
利
真
兄
弟
と
甲
斐
方
と
が
対
戦
し
、
堀
江
氏
が
大
敗
し
た
。
こ
の
時
、

甲
斐
方
に
は
朝
倉
氏
や
本
庄
氏
、
堀
江
の
庶
流
に
あ
た
る
細
呂
宜
氏
ら
が
加
勢
し
て
い
る

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
八
日
条
）。
堀
江
氏
は
越
前
国
坂
北
郡
の
有
力

な
領
主
で
あ
り
、
細
呂
宜
（
近
代
以
降
の
行
政
区
名
は
細
呂
木
）
の
地
名
は
加
賀
と
の
境
に
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２
　
加
賀
一
向
一
揆
と
の
戦
い

蓮
如
が
吉
崎
へ
坊
舎
を
建
立
し
た
の
は
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
五
月
の
こ
と
で
あ

る
。
吉
崎
は
河
口
庄
細
呂
宜
郷
内
に
あ
り
、
加
賀
・
越
前
の
境
に
位
置
す
る
。
蓮
如
の
教
え

を
受
け
た
加
賀
の
門
徒
ら
は
一
揆
を
結
び
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
六
月
、
守
護
の
富
樫

政
親
を
高
尾
城
（
金
沢
市
）
に
て
敗
死
に
追
い
や
っ
た
。

こ
の
時
、
朝
倉
氏
は
政
親
に
合
力
し
て
い
る
（『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二
年
六
月
二
五
日

条
）。
堀
江
景
用
は
、
富
樫
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
倉
光
玖
の
了
承
を
得
て
加
賀
に

派
兵
し
た
。
だ
が
、
堀
江
の
援
軍
は
間
に
合
わ
ず
、
籠
城
勢
は
全
滅
す
る
。
退
却
す
る
堀
江

の
軍
勢
を
江
沼
郡
一
揆
が
追
撃
し
、
橘
口
で
合
戦
が
起
き
た
（「
賀
越
闘
諍
記
」
真
宗
史
料

刊
行
会
編
　
二
〇
〇
七
）。
堀
江
・
南
郷
・
杉
若
ら
は
、
志
比
（
吉
田
郡
）
の
笠
松
氏
を
大

将
と
し
て
、
橘
口
よ
り
乱
入
し
、
敷
地
・
福
田
の
諸
勢
と
対
戦
し
た
（「
官
知
論
」
真
宗
史

料
刊
行
会
編
　
二
〇
〇
七
）。
杉
若
氏
は
大
和
国
か
ら
坪
江
荘
へ
派
遣
さ
れ
た
荘
官
の
子
孫

と
さ
れ
、
天
文
一
五
・
六
年
頃
に
一
乗
谷
奉
行
人
を
つ
と
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
笠
松
氏

は
吉
田
郡
出
身
の
地
侍
で
、
河
口
荘
や
北
庄
に
権
益
を
も
つ
。
永
正
・
大
永
期
の
一
揆
と
の

戦
い
で
当
主
が
亡
く
な
り
、
嫡
男
が
能
登
畠
山
氏
に
仕
え
て
い
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
八
月
、
足
利
義
稙
が
越
中
で
挙
兵
す
る
と
、
富
樫
稙
泰
・
洲
崎

慶
覚
・
河
合
宣
久
ら
の
率
い
る
一
向
一
揆
が
、
朝
倉
貞
景
を
越
前
に
攻
め
た
。
一
〇
月
に

は
、
甲
斐
方
の
牢
人
が
越
前
に
進
出
し
、
朝
倉
氏
と
対
戦
し
て
い
る
。
甲
斐
の
牢
人
方
（
小

松
・
本
折
・
福
田
・
大
聖
寺
・
敷
地
・
菅
生
）
が
、
橘
辺
り
ま
で
進
出
し
た
。
一
方
の
朝
倉

方
は
細
呂
宜
・
金
津
・
三
国
湊
・
堀
江
・
本
庄
・
兵
庫
・
大
口
・
長
崎
・
豊
原
寺
・
高
木
・

木
田
・
北
庄
に
陣
取
り
、
中
郷
に
朝
倉
貞
景
の
陣
所
が
置
か
れ
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

明
応
三
年
一
〇
月
一
五
日
条
）。
一
一
月
に
は
朝
倉
方
三
〇
〇
人
が
討
ち
死
に
す
る
も
の
の
、

甲
斐
方
は
五
〇
〇
人
が
討
ち
殺
さ
れ
、
名
字
の
者
二
人
が
討
た
れ
、
加
賀
国
へ
退
い
た

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
一
一
月
六
日
条
）。

次
第
」・「
朝
倉
盛
衰
記
」）。
佐
々
生
光
林
坊
は
、
丹
生
郡
佐
々
生
村
出
身
で
、
八
幡
宮
（
佐

佐
牟
志
神
社
）
の
別
当
か
ら
朝
倉
氏
内
衆
へ
転
身
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
松

原
　
二
〇
〇
八
）。

文
明
一
二
年
正
月
、
甲
斐
勢
は
金
津
に
お
け
る
氏
景
の
陣
に
夜
討
ち
を
か
け
、
朝
倉
方
の

主
だ
っ
た
武
将
六
名
と
そ
の
他
五
〇
名
を
討
ち
取
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一

二
年
二
月
三
日
条
）。
四
月
に
も
金
津
の
町
屋
が
焼
か
れ
る
が
、
そ
の
他
氏
景
の
陣
所
は
持

ち
こ
た
え
、
熊
坂
を
焼
き
払
っ
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
二
年
四
月
七
日

条
）。
七
月
に
は
朝
倉
方
の
城
が
落
ち
、
細
呂
宜
・
山
荒
居
・
小
熊
坂
・
溝
江
上
郷
が
放
火

さ
れ
、
坪
江
・
河
口
荘
は
悉
く
甲
斐
方
に
討
ち
取
ら
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

一
二
年
八
月
三
日
・
一
〇
月
一
四
日
条
）。

文
明
一
六
年
一
一
月
、
河
口
荘
の
う
ち
新
庄
郷
・
大
口
郷
・
関
郷
・
細
呂
宜
郷
・
溝
江
郷

に
両
陣
営
の
構
が
置
か
れ
、
作
物
が
荒
ら
さ
れ
、
竹
木
が
伐
採
さ
れ
た
。
甲
斐
方
に
合
力
す

る
た
め
、
加
賀
の
一
揆
が
入
部
す
る
と
の
う
わ
さ
が
出
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明
一
六
年
一
一
月
七
日
条
）。
当
時
、
加
賀
国
守
護
の
富
樫
政
親
と
甲
斐
氏
は
敵
対
関
係

に
あ
っ
た
。
そ
の
甲
斐
氏
を
公
然
と
支
持
し
、
越
前
侵
攻
で
き
る
ほ
ど
の
軍
事
力
を
も
つ
一

揆
の
存
在
が
み
て
と
れ
る
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

一
五
世
紀
後
半
、
斯
波
氏
権
力
の
分
裂
に
伴
い
、
朝
倉
氏
が
台
頭
し
、
越
前
の
実
質
的
な

国
主
と
な
る
。
し
か
し
、
守
護
代
甲
斐
氏
を
中
心
に
根
強
い
抵
抗
が
あ
り
、
坂
北
郡
で
は
し

ば
し
ば
両
者
の
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
甲
斐
方
は
加
賀
国
よ
り
越
前
国
へ
進

出
し
て
お
り
、
敗
れ
て
加
賀
へ
逃
れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
加
賀
南
部
が
朝

倉
氏
に
敵
対
す
る
勢
力
の
軍
事
基
盤
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
後
述
す
る
一
向

一
揆
勢
と
の
対
戦
の
前
史
と
し
て
、
斯
波
氏
権
力
内
で
の
分
裂
・
抗
争
を
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
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永
正
四
年
八
月
、
加
賀
衆
や
亡
命
し
た
大
坊
主
勢
が
越
前
に
攻
め
入
る
が
、
帝
釈
堂
の
戦

い
で
朝
倉
方
に
敗
北
す
る
。
こ
れ
以
降
、
朝
倉
氏
は
永
正
一
五
年
ま
で
長
崎
に
在
番
を
続
け

た
（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
永
正
一
五
年
、
足
利
義
稙
は
伊
勢
貞
陸
を
使
い
と
し
て
、
国

境
封
鎖
の
解
除
を
朝
倉
氏
に
要
請
す
る
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
一
五
年
四
月
一
九
日
条
）。
朝

倉
孝
景
（
宗
淳
）
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
笠
松
平
兵
衛
尉
に
対
し
、
当
役
所
（
細
呂
宜
関

か
）
で
書
状
等
を
撰
る
こ
と
を
禁
じ
た
（「
三
崎
玉
雲
氏
所
蔵
文
書
」『
福
井
県
史
　
資
料
編

三
』。
以
下
、
県
三
な
ど
と
略
記
）。
た
だ
し
、
加
賀
一
揆
と
の
和
睦
は
実
現
し
な
か
っ
た

（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

以
上
の
よ
う
に
、
一
向
一
揆
の
挙
兵
は
、
朝
倉
氏
の
内
部
分
裂
や
将
軍
家
の
分
裂
に
起
因

す
る
中
央
の
政
治
動
向
と
連
動
し
て
い
た
。
朝
倉
氏
は
九
頭
竜
川
以
北
で
の
戦
闘
を
制
し
て

長
崎
を
拠
点
化
し
（
新
谷
　
二
〇
二
一
b
）、
北
陸
道
を
一
時
封
鎖
す
る
。
こ
の
措
置
は
、

足
利
義
稙
の
要
請
に
よ
り
解
か
れ
る
が
、
加
賀
方
面
へ
の
朝
倉
氏
の
進
出
は
後
に
本
格
化
し

て
い
く
。

３
　
加
賀
の
享
禄
錯
乱

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
閏
五
月
、
加
賀
で
享
禄
の
錯
乱
が
勃
発
す
る
。
こ
の
事
件
は
、

若
松
本
泉
寺
・
波
佐
谷
松
岡
寺
・
山
田
光
教
寺
の
い
わ
ゆ
る
賀
州
三
ヶ
寺
と
国
衆
か
ら
な
る

小
一
揆
と
、
超
勝
寺
・
本
覚
寺
や
山
内
衆
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
一
揆
と
の
一
揆
の
内
部
抗
争

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
畿
内
で
は
細
川
高
国
と
晴
元
が
対
立
し
て
お
り
、
小
一
揆
が
高
国

方
、
大
一
揆
が
晴
元
方
を
そ
れ
ぞ
れ
支
持
し
て
い
た
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

朝
倉
教
景
は
、
勢
力
の
劣
る
小
一
揆
方
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
加
賀
に
侵
攻
す
る
。
八
月

一
九
日
、
朝
倉
方
の
堀
江
衆
が
菅
生
村
に
陣
取
る
と
、
江
沼
郡
で
一
揆
が
蜂
起
し
た
。
同
二

二
日
に
は
、
朝
倉
景
紀
を
大
将
と
し
て
、
江
南
・
江
北
の
諸
勢
八
千
余
騎
が
加
賀
に
侵
攻

し
、
敷
地
・
菅
生
両
村
に
在
陣
し
た
。
九
月
五
日
に
は
本
折
へ
陣
替
し
、
一
〇
月
二
六
日
に

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
七
月
、
朝
倉
元
景
が
斯
波
義
寛
や
加
賀
一
揆
と
と
も
に
加
賀
口

よ
り
攻
め
入
り
、
御
簾
ノ
尾
に
在
陣
し
た
（『
後
法
興
院
記
』
永
正
元
年
八
月
二
二
日
条
）。

元
景
は
も
と
も
と
景
総
と
い
い
、　
弟
教
景
を
殺
害
し
、
出
奔
し
た
後
、
細
川
晴
元
に
仕
え
、

元
景
と
改
名
し
た
。
敦
賀
郡
司
の
朝
倉
景
豊
と
と
も
に
謀
叛
を
起
こ
す
が
、
景
豊
が
文
亀
三

年
（
一
五
〇
三
）
四
月
に
敦
賀
城
に
て
敗
死
す
る
と
、
近
江
・
飛
騨
経
由
で
加
賀
へ
逃
れ

た
。
永
正
元
年
八
月
六
日
、
元
景
は
斯
波
義
寛
や
甲
斐
・
二
宮
両
氏
を
率
い
て
坪
江
上
郷
へ

討
ち
入
り
、
飯
塚
・
簾
ノ
尾
・
頭
破
・
上
引
田
・
下
引
田
な
ど
に
在
陣
す
る
。
貞
景
は
長
崎

に
着
陣
し
、
こ
れ
を
迎
え
撃
っ
た
。
元
景
は
頼
み
に
し
て
い
た
堀
江
金
江
大
和
守
を
初
戦
で

失
い
、
九
月
三
日
に
逃
亡
す
る
。
翌
四
月
四
日
、
元
景
は
能
登
春
木
の
斎
藤
館
で
没
し
た

（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

永
正
三
年
、
足
利
義
澄
・
細
川
政
元
と
連
携
す
る
実
如
の
命
を
受
け
、
越
前
・
加
賀
の
一

向
一
揆
が
蜂
起
し
、
甲
斐
の
牢
人
も
こ
れ
に
加
勢
し
た
。
一
揆
勢
の
標
的
は
、
足
利
義
稙
方

に
味
方
す
る
朝
倉
貞
景
で
あ
っ
た
。
八
月
五
日
か
ら
六
日
に
九
頭
竜
川
流
域
で
合
戦
が
あ

り
、
一
揆
方
が
敗
北
す
る
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
七
月
二
一
日
条
）。
貞
景
は
、
中
郷
・

鳴
鹿
・
高
木
・
黒
丸
に
軍
勢
を
配
置
し
た
。
敗
北
し
た
一
揆
勢
は
豊
原
寺
を
落
と
し
、
九
頭

竜
川
よ
り
北
を
制
圧
す
る
た
め
、
堂
前
口
・
文
殊
堂
口
へ
進
出
す
る
が
、
敗
れ
て
加
賀
へ
退

い
た
。
貞
景
は
、
吉
崎
御
坊
を
は
じ
め
藤
島
超
勝
寺
・
和
田
本
覚
寺
・
久
末
照
厳
寺
・
荒
川

興
行
寺
・
宇
坂
本
向
寺
・
石
田
西
光
寺
・
大
塩
円
宮
寺
な
ど
を
破
却
し
（「
賀
越
闘
諍
記
」）、

国
内
の
有
力
な
浄
土
真
宗
寺
院
は
加
賀
な
ど
へ
寺
基
を
移
し
た
。

こ
の
戦
争
で
、
明
王
院
は
豊
原
寺
で
の
働
き
を
賞
さ
れ
、
永
正
四
年
二
月
に
足
利
義
稙
よ

り
感
状
を
得
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
貞
景
と
相
談
し
て
忠
節
を
尽
く
す
よ
う
に
と
あ
る

（「
公
方
様
御
内
書
御
案
文
」『
加
能
史
料
　
戦
国
V
』。
以
下
、
加
戦
V
な
ど
と
略
記
）。
こ

こ
か
ら
、
小
泉
義
博
は
明
王
院
が
貞
景
と
対
等
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
越
前
勢
の
大
将
は

貞
景
一
人
で
は
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
小
泉
　
一
九
九
九
）。
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永
正
四
年
八
月
、
加
賀
衆
や
亡
命
し
た
大
坊
主
勢
が
越
前
に
攻
め
入
る
が
、
帝
釈
堂
の
戦

い
で
朝
倉
方
に
敗
北
す
る
。
こ
れ
以
降
、
朝
倉
氏
は
永
正
一
五
年
ま
で
長
崎
に
在
番
を
続
け

た
（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
永
正
一
五
年
、
足
利
義
稙
は
伊
勢
貞
陸
を
使
い
と
し
て
、
国

境
封
鎖
の
解
除
を
朝
倉
氏
に
要
請
す
る
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
一
五
年
四
月
一
九
日
条
）。
朝

倉
孝
景
（
宗
淳
）
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
笠
松
平
兵
衛
尉
に
対
し
、
当
役
所
（
細
呂
宜
関

か
）
で
書
状
等
を
撰
る
こ
と
を
禁
じ
た
（「
三
崎
玉
雲
氏
所
蔵
文
書
」『
福
井
県
史
　
資
料
編

三
』。
以
下
、
県
三
な
ど
と
略
記
）。
た
だ
し
、
加
賀
一
揆
と
の
和
睦
は
実
現
し
な
か
っ
た

（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

以
上
の
よ
う
に
、
一
向
一
揆
の
挙
兵
は
、
朝
倉
氏
の
内
部
分
裂
や
将
軍
家
の
分
裂
に
起
因

す
る
中
央
の
政
治
動
向
と
連
動
し
て
い
た
。
朝
倉
氏
は
九
頭
竜
川
以
北
で
の
戦
闘
を
制
し
て

長
崎
を
拠
点
化
し
（
新
谷
　
二
〇
二
一
b
）、
北
陸
道
を
一
時
封
鎖
す
る
。
こ
の
措
置
は
、

足
利
義
稙
の
要
請
に
よ
り
解
か
れ
る
が
、
加
賀
方
面
へ
の
朝
倉
氏
の
進
出
は
後
に
本
格
化
し

て
い
く
。

３
　
加
賀
の
享
禄
錯
乱

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
閏
五
月
、
加
賀
で
享
禄
の
錯
乱
が
勃
発
す
る
。
こ
の
事
件
は
、

若
松
本
泉
寺
・
波
佐
谷
松
岡
寺
・
山
田
光
教
寺
の
い
わ
ゆ
る
賀
州
三
ヶ
寺
と
国
衆
か
ら
な
る

小
一
揆
と
、
超
勝
寺
・
本
覚
寺
や
山
内
衆
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
一
揆
と
の
一
揆
の
内
部
抗
争

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
畿
内
で
は
細
川
高
国
と
晴
元
が
対
立
し
て
お
り
、
小
一
揆
が
高
国

方
、
大
一
揆
が
晴
元
方
を
そ
れ
ぞ
れ
支
持
し
て
い
た
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

朝
倉
教
景
は
、
勢
力
の
劣
る
小
一
揆
方
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
加
賀
に
侵
攻
す
る
。
八
月

一
九
日
、
朝
倉
方
の
堀
江
衆
が
菅
生
村
に
陣
取
る
と
、
江
沼
郡
で
一
揆
が
蜂
起
し
た
。
同
二

二
日
に
は
、
朝
倉
景
紀
を
大
将
と
し
て
、
江
南
・
江
北
の
諸
勢
八
千
余
騎
が
加
賀
に
侵
攻

し
、
敷
地
・
菅
生
両
村
に
在
陣
し
た
。
九
月
五
日
に
は
本
折
へ
陣
替
し
、
一
〇
月
二
六
日
に

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
七
月
、
朝
倉
元
景
が
斯
波
義
寛
や
加
賀
一
揆
と
と
も
に
加
賀
口

よ
り
攻
め
入
り
、
御
簾
ノ
尾
に
在
陣
し
た
（『
後
法
興
院
記
』
永
正
元
年
八
月
二
二
日
条
）。

元
景
は
も
と
も
と
景
総
と
い
い
、　
弟
教
景
を
殺
害
し
、
出
奔
し
た
後
、
細
川
晴
元
に
仕
え
、

元
景
と
改
名
し
た
。
敦
賀
郡
司
の
朝
倉
景
豊
と
と
も
に
謀
叛
を
起
こ
す
が
、
景
豊
が
文
亀
三

年
（
一
五
〇
三
）
四
月
に
敦
賀
城
に
て
敗
死
す
る
と
、
近
江
・
飛
騨
経
由
で
加
賀
へ
逃
れ

た
。
永
正
元
年
八
月
六
日
、
元
景
は
斯
波
義
寛
や
甲
斐
・
二
宮
両
氏
を
率
い
て
坪
江
上
郷
へ

討
ち
入
り
、
飯
塚
・
簾
ノ
尾
・
頭
破
・
上
引
田
・
下
引
田
な
ど
に
在
陣
す
る
。
貞
景
は
長
崎

に
着
陣
し
、
こ
れ
を
迎
え
撃
っ
た
。
元
景
は
頼
み
に
し
て
い
た
堀
江
金
江
大
和
守
を
初
戦
で

失
い
、
九
月
三
日
に
逃
亡
す
る
。
翌
四
月
四
日
、
元
景
は
能
登
春
木
の
斎
藤
館
で
没
し
た

（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

永
正
三
年
、
足
利
義
澄
・
細
川
政
元
と
連
携
す
る
実
如
の
命
を
受
け
、
越
前
・
加
賀
の
一

向
一
揆
が
蜂
起
し
、
甲
斐
の
牢
人
も
こ
れ
に
加
勢
し
た
。
一
揆
勢
の
標
的
は
、
足
利
義
稙
方

に
味
方
す
る
朝
倉
貞
景
で
あ
っ
た
。
八
月
五
日
か
ら
六
日
に
九
頭
竜
川
流
域
で
合
戦
が
あ

り
、
一
揆
方
が
敗
北
す
る
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
七
月
二
一
日
条
）。
貞
景
は
、
中
郷
・

鳴
鹿
・
高
木
・
黒
丸
に
軍
勢
を
配
置
し
た
。
敗
北
し
た
一
揆
勢
は
豊
原
寺
を
落
と
し
、
九
頭

竜
川
よ
り
北
を
制
圧
す
る
た
め
、
堂
前
口
・
文
殊
堂
口
へ
進
出
す
る
が
、
敗
れ
て
加
賀
へ
退

い
た
。
貞
景
は
、
吉
崎
御
坊
を
は
じ
め
藤
島
超
勝
寺
・
和
田
本
覚
寺
・
久
末
照
厳
寺
・
荒
川

興
行
寺
・
宇
坂
本
向
寺
・
石
田
西
光
寺
・
大
塩
円
宮
寺
な
ど
を
破
却
し
（「
賀
越
闘
諍
記
」）、

国
内
の
有
力
な
浄
土
真
宗
寺
院
は
加
賀
な
ど
へ
寺
基
を
移
し
た
。

こ
の
戦
争
で
、
明
王
院
は
豊
原
寺
で
の
働
き
を
賞
さ
れ
、
永
正
四
年
二
月
に
足
利
義
稙
よ

り
感
状
を
得
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
貞
景
と
相
談
し
て
忠
節
を
尽
く
す
よ
う
に
と
あ
る

（「
公
方
様
御
内
書
御
案
文
」『
加
能
史
料
　
戦
国
V
』。
以
下
、
加
戦
V
な
ど
と
略
記
）。
こ

こ
か
ら
、
小
泉
義
博
は
明
王
院
が
貞
景
と
対
等
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
越
前
勢
の
大
将
は

貞
景
一
人
で
は
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
小
泉
　
一
九
九
九
）。



 ― 120 ― 

戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

湊
川
（
手
取
川
）
で
一
揆
勢
と
対
戦
す
る
。
朝
倉
勢
は
、
敵
の
首
八
〇
〇
ば
か
り
討
ち
取

り
、
番
田
・
土
室
・
藤
塚
を
放
火
し
た
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。
朝
倉
方
の
詫
美
景
統
は
、
こ

の
戦
い
で
の
負
傷
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
る
（「
幻
雲
文
集
月
舟
録
三
」
加
戦
Ⅷ
）。
一
〇

月
二
九
日
に
は
、
加
賀
一
揆
の
蜂
起
に
よ
り
、
能
登
・
越
中
の
合
力
勢
が
多
数
討
ち
取
ら
れ

た
。
小
一
揆
勢
は
敗
れ
て
、
能
登
へ
落
ち
延
び
た
（
小
泉
　
一
九
九
九
）。
一
一
月
七
日
に

は
朝
倉
勢
も
帰
陣
し
て
い
る
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

こ
の
錯
乱
以
降
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
の
戦
闘
に
お
い
て
、
朝
倉
氏
の
感
状
の
発
給
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
【
表
１
】。
享
禄
四
年
に
は
、
朝
倉
弥
太
郎
・
向
弥
五
郎
の
家
来

高
原
宗
五
郎
・
佐
藤
源
五
郎
の
三
名
が
、
湊
川
を
越
え
た
石
川
郡
で
の
戦
功
を
朝
倉
孝
景
か

ら
賞
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
向
氏
は
、
高
景
の
子
駿
河
守
を
祖
と
す
る
一
門
衆
で
あ
る

（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
八
月
、
越
前
へ
亡
命
し
た
小
一
揆
勢
が
江
沼
郡
へ
侵
攻
す
る
。

曽
宇
・
直
利
に
在
陣
し
た
と
こ
ろ
、
江
沼
・
能
美
両
郡
の
者
が
取
り
巻
き
、
大
将
の
黒
瀬
五

郎
左
衛
門
を
討
ち
取
っ
た
。
天
文
三
年
、
牢
人
衆
は
牛う
し

谷の
や

に
在
陣
し
、
江
沼
・
能
美
両
郡
へ

毎
月
足
軽
を
出
し
て
い
た
。
す
る
と
、
黒
瀬
左
近
四
郎
は
出
陣
を
装
い
、
九
月
に
風
谷
を
越

え
て
加
賀
へ
帰
国
し
て
し
ま
う
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。
天
文
八
年
一
〇
月
に
は
、
越
前
勢
と

洲
崎
氏
ら
が
申
し
合
わ
せ
て
加
賀
へ
乱
入
す
る
と
の
風
聞
が
立
っ
て
い
る
（『
天
文
日
記
』

天
文
八
年
六
月
一
七
日
条
）。
天
文
一
二
年
六
月
に
は
、
実
際
に
越
前
か
ら
の
乱
入
が
あ
っ

た
と
い
う
（『
天
文
日
記
』
天
文
一
二
年
六
月
一
七
日
条
）。

享
禄
の
錯
乱
で
は
、
朝
倉
氏
が
小
一
揆
勢
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
加
賀
に
派
兵
し
て
い

る
。
錯
乱
の
背
景
に
中
央
の
政
治
抗
争
は
あ
る
も
の
の
、
一
揆
の
内
部
抗
争
に
加
勢
し
た

点
で
、
こ
れ
ま
で
の
戦
闘
と
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
感
状
の
発
給
が
は
じ
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
権
利
保
障
主
体
と
し
て
の
朝
倉
氏
の
立
場
が
明
確
化
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

表１　加賀・越前国境域での戦闘に関する朝倉方の感状

No. 年号 西暦
月日

差出 宛所 写 合戦地 軍功 負傷・討死 史料名 刊本
発給 合戦

1 享禄 4 年 1531 11月3日 10月26日 朝倉孝景 朝倉弥太郎 〇 石河郡 頸一討取 雑六追加 加戦Ⅷ

2 享禄 4 年 1531 11月3日 10月26日 朝倉孝景 高原宗五郎
（向弥五郎家来）〇 石川郡 頸一討取 雑六追加 加戦Ⅷ

3 享禄 4 年 1531 11月3日 10月26日 朝倉孝景 佐藤源五郎 〇 石川郡 頭一討取 切疵一个所 佐藤文書 加戦Ⅷ
4 天文 24 年 1555 8月14日 7月23日 朝倉義景 三沢小七郎 江沼郡 首一打捕 尊経閣古文書纂 加戦恂

5 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 三沢小七郎 江沼郡
菅生口 切疵三个所 尊経閣古文書纂 加戦恂

6 天文 24 年 1555 8月14日 7月25日 朝倉義景 鳥居与一 〇 江沼郡 切疵一个所 松雲公採集遺編
類纂 137 加戦恂

7 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 鳥居与一左衛
門尉 〇 江沼郡

敷地口 首一打捕 矢疵一个所（中
間兵衛三郎）

松雲公採集遺編
類纂 137 加戦恂

8 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 斎藤右京進 〇 江沼郡
敷地口 頸一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦恂

9 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 桑原源三郎 〇 江沼郡
敷地口 切疵一个所 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦恂

10 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 水屋彦六 〇 江沼郡
敷地口

切疵二个所・鑓
疵二个所

松雲公採集遺編
類纂 137 加戦恂

11 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 小嶋清治郎 〇 江沼郡
敷地口 首二打捕 鑓疵一个所 小嶋吉右衛門家

文書 加戦恂

12 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 雨夜新左衛門
尉 〇 江沼郡

敷地口 頸一打捕 切疵一个所 寸金雑録 加戦恂

13 天文 24 年 1555 8月16日 8月13日 朝倉義景 嶋田新四郎 〇 江沼郡
敷地口 首一打捕 横田家文書 加戦恂

14 天文 24 年 1555 9月19日 9月16日 朝倉義景 ― 江沼郡
横北口 首一打捕 加藤秀徳氏所蔵

文書 加戦恂

15 弘治 2 年 1556 4月10日 4月4日 朝倉義景 脇本六郎右衛
門尉

江沼郡
動橋

矢疵一个所
（中間太郎三郎） 伊倉文書 加戦恂
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

No. 年号 西暦
月日

差出 宛所 写 合戦地 軍功 負傷・討死 史料名 刊本
発給 合戦

16 弘治 2 年 1556 8月15日 4月18日 朝倉義景 有賀秦六 〇 能美郡
寺井口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

17 永禄 7 年 1564 9月29日 9月27日 朝倉義景 大安寺又四郎 粟津口 頸一打捕
福井県立一乗谷
朝倉氏遺跡博物
館所蔵文書

義景 30

18 永禄 7 年 1564 10月9日 9月4日 朝倉義景 野村七郎五郎 〇 江沼郡
横北口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

19 永禄 7 年 1564 10月13日 9月8日 朝倉義景 岸田甚介 〇 能美郡
木場口 首一打捕 切疵・鑓疵二个所 加能古文叢 加戦

20 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 坪光六郎兵衛
尉

能美郡
本折口 首一打捕 大阪青山短期大

学所蔵文書 加戦

21 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 飯田又四郎 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

22 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 広瀬新六 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

23 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 向弥太郎 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

24 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 村岡小八 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

25 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 鰐淵次郎左衛
門 〇 能美郡

本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

26 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 野治惣八 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

27 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 持田六郎兵衛 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

28 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 鳥居与一左衛
門尉 〇 能美郡

小松口
首一打捕

（中間弥七） 鳥居文書 加戦

29 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 三反崎八郎左
衛門尉 〇 能美郡

小松口
鑓疵三个所・没命

（中間小五郎） 葛飾郡文書 加戦

30 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 筒井小七郎 能美郡
鵜谷口 首一打捕 野尻源右衛門家

文書 加戦

31 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 松田織之介 能美郡
鵜谷口 首一打捕 花倉家文書 加戦

32 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 石黒彦六 能美郡
鵜谷口 首一打捕 切疵一ヶ所

（中間三郎太郎）

福井県立一乗谷
朝倉氏遺跡博物
館所蔵文書

義景 31

33 永禄 7 年 1564 11月28日 朝倉義景 野村七郎五郎 〇 横北口 分捕 松雲公採集遺編
類纂 137 加戦

34 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 木下弥介 熊坂口 首一打捕 福井県立歴史博
物館所蔵文書 加戦

35 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 佐藤九郎右衛
門尉 高塚 首一打捕 増野春氏所蔵文

書 加戦

36 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉景鏡 佐藤九郎右衛
門尉 高塚 首一打捕 増野春氏所蔵文

書 加戦

37 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 堀四郎五郎 〇 牛屋口 首一打捕 秋田藩採集文書 加戦

38 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 鳥居熊法師 〇 熊坂口 首一打捕
（小者たあ）

討死
（父与一左衛門）

松雲公採集遺編
類纂 137 加戦

39 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 三反崎八郎左
衛門尉 〇 熊坂口 切疵一个所 葛飾郡文書 加戦

40 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 堀次郎三郎 〇 熊坂口 首一打捕

切疵一个所・鑓疵
一个所（中間弥
八）、切疵一个所

（三郎四郎）

朝倉盛衰記 加戦

41 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 手嶋藤五郎 〇 熊坂口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦
義景＝（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館　2023）／「写」の〇は当該感状が写であることを示し、空欄は正文である。
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

No. 年号 西暦
月日

差出 宛所 写 合戦地 軍功 負傷・討死 史料名 刊本
発給 合戦

16 弘治 2 年 1556 8月15日 4月18日 朝倉義景 有賀秦六 〇 能美郡
寺井口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

17 永禄 7 年 1564 9月29日 9月27日 朝倉義景 大安寺又四郎 粟津口 頸一打捕
福井県立一乗谷
朝倉氏遺跡博物
館所蔵文書

義景 30

18 永禄 7 年 1564 10月9日 9月4日 朝倉義景 野村七郎五郎 〇 江沼郡
横北口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

19 永禄 7 年 1564 10月13日 9月8日 朝倉義景 岸田甚介 〇 能美郡
木場口 首一打捕 切疵・鑓疵二个所 加能古文叢 加戦

20 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 坪光六郎兵衛
尉

能美郡
本折口 首一打捕 大阪青山短期大

学所蔵文書 加戦

21 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 飯田又四郎 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

22 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 広瀬新六 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

23 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 向弥太郎 〇 能美郡
本折口 首一打捕 松雲公採集遺編

類纂 137 加戦

24 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 村岡小八 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

25 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 鰐淵次郎左衛
門 〇 能美郡

本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

26 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 野治惣八 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

27 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 持田六郎兵衛 〇 能美郡
本折口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦

28 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 鳥居与一左衛
門尉 〇 能美郡

小松口
首一打捕

（中間弥七） 鳥居文書 加戦

29 永禄 7 年 1564 10月13日 9月17日 朝倉義景 三反崎八郎左
衛門尉 〇 能美郡

小松口
鑓疵三个所・没命

（中間小五郎） 葛飾郡文書 加戦

30 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 筒井小七郎 能美郡
鵜谷口 首一打捕 野尻源右衛門家

文書 加戦

31 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 松田織之介 能美郡
鵜谷口 首一打捕 花倉家文書 加戦

32 永禄 7 年 1564 10月13日 9月20日 朝倉義景 石黒彦六 能美郡
鵜谷口 首一打捕 切疵一ヶ所

（中間三郎太郎）

福井県立一乗谷
朝倉氏遺跡博物
館所蔵文書

義景 31

33 永禄 7 年 1564 11月28日 朝倉義景 野村七郎五郎 〇 横北口 分捕 松雲公採集遺編
類纂 137 加戦

34 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 木下弥介 熊坂口 首一打捕 福井県立歴史博
物館所蔵文書 加戦

35 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 佐藤九郎右衛
門尉 高塚 首一打捕 増野春氏所蔵文

書 加戦

36 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉景鏡 佐藤九郎右衛
門尉 高塚 首一打捕 増野春氏所蔵文

書 加戦

37 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 堀四郎五郎 〇 牛屋口 首一打捕 秋田藩採集文書 加戦

38 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 鳥居熊法師 〇 熊坂口 首一打捕
（小者たあ）

討死
（父与一左衛門）

松雲公採集遺編
類纂 137 加戦

39 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 三反崎八郎左
衛門尉 〇 熊坂口 切疵一个所 葛飾郡文書 加戦

40 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 堀次郎三郎 〇 熊坂口 首一打捕

切疵一个所・鑓疵
一个所（中間弥
八）、切疵一个所

（三郎四郎）

朝倉盛衰記 加戦

41 永禄 10 年 1567 4月11日 3月12日 朝倉義景 手嶋藤五郎 〇 熊坂口 首一打捕 朝倉盛衰記 加戦
義景＝（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館　2023）／「写」の〇は当該感状が写であることを示し、空欄は正文である。
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

侍
か
ら
被
官
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
保
氏
は
、
一
乗
谷
近
辺
の
北
山
新
保
村
を
出
自
と

す
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

南
郷
の
大
将
は
黒
瀬
掃
部
允
で
あ
り
、
同
じ
手
の
者
三
千
余
騎
、
近
郷
の
一
揆
ら
が
城
に

立
て
籠
も
っ
た
。
だ
が
、
黒
瀬
は
山
中
へ
退
き
、
藤
丸
新
介
は
横
北
へ
兵
を
引
い
た
。
千
足

城
に
は
浜
波
村
の
大
将
大
坂
、
潟
山
津
の
大
家
振
（
動
）
橋
帯
刀
以
下
三
千
余
騎
が
立
て
籠
も
っ

た
。
福
岡
吉
澄
ら
の
奮
戦
に
よ
り
、
大
将
は
搦
手
の
木
戸
を
開
き
、
高
塚
・
振
橋
を
指
し
て

逃
げ
た
。
千
足
城
は
、
作
見
村
と
弓
波
村
の
間
の
低
い
山
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（「
江
沼
郡

古
城
跡
図
」
石
川
県
教
委
　
二
〇
〇
六
）。
堀
江
景
忠
は
、
手
勢
一
千
余
騎
を
率
い
て
熊

坂
・
奥
谷
を
放
火
し
た
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

二
三
・
四
日
、
宗
滴
は
橘
山
に
陣
を
据
え
、
江
沼
郡
山
際
を
限
り
悉
く
焼
き
払
う
。
そ
の

後
、
大
聖
寺
・
敷
地
・
菅
生
に
陣
を
敷
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
当
国
御
陣
之
次
第
」
に

は
「
ネ
コ
セ
山
御
陣
取
」、「
賀
越
闘
諍
記
」
で
は
、
大
将
勢
は
猫
地
山
、
堀
江
は
右
上
の
山

に
陣
取
っ
た
と
あ
る
。

二
五
日
、
宗
滴
は
敷
地
へ
陣
替
え
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
賀
越
闘
諍
記
」
で
は
、
宗

滴
は
敷
地
山
、
景
連
・
福
岡
は
菅
生
口
、
蔵（
鞍
谷
）谷

衆
は
大
聖
寺
に
在
陣
し
、
武
曽
・
深
町
は
荻

生
村
に
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鞍
谷
氏
は
、
戦
国
期
に
越
前
に
在
国
し
た
斯
波
氏
の
一
族

で
あ
る
。
朝
倉
氏
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
徐
々
に
被
官
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
松

原
　
二
〇
〇
八
な
ど
）。
し
か
し
、
当
該
地
域
の
拠
点
で
あ
る
大
聖
寺
に
入
部
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
形
式
的
な
大
将
格
と
し
て
一
定
の
敬
意
を
払
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

八
月
一
三
日
、
加
賀
四
郡
（
江
沼
・
能
美
・
石
川
・
河
北
）
の
一
揆
勢
が
、
山
際
・
道

筋
・
浜
手
の
三
手
に
わ
か
れ
て
攻
め
寄
せ
た
。
浜
手
勢
一
万
余
が
「
当
城
」
後
の
山
に
二
、

三
町
の
距
離
で
迫
り
、
矢
を
射
か
け
た
が
、
宗
滴
は
あ
ら
か
じ
め
申
し
付
け
て
お
い
た
遊
軍

に
て
撃
退
す
る
。
そ
の
後
、「
本
城
」
へ
打
ち
帰
る
と
こ
ろ
、
道
筋
・
山
際
の
敵
数
万
人
が

敷
地
・
菅
生
へ
押
し
掛
け
た
。
柵
際
で
数
刻
戦
い
、
数
百
人
を
討
ち
取
っ
た
。

４
　
弘
治
年
間
の
加
賀
侵
攻

天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
八
月
、
朝
倉
宗
滴
は
加
賀
国
に
侵
攻
し
、
一
揆
勢
と
対
戦
し

た
。
こ
れ
は
、
越
後
の
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
と
の
軍
事
同
盟
に
基
づ
き
、
景
虎
の
信
濃

方
面
へ
の
出
兵
に
呼
応
し
た
軍
事
行
動
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
井
上
　
一
九
六
八
）。
こ
の

時
、
堀
江
景
忠
も
江
沼
郡
に
侵
攻
し
て
い
る
。
堀
江
氏
に
は
、
一
五
世
紀
末
時
点
で
加
賀
に

在
国
す
る
一
門
が
確
認
で
き
、
以
前
か
ら
先
祖
が
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た
江
沼
郡
に
お
け
る

一
層
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

同
年
八
月
二
四
日
、
宗
滴
は
長
尾
氏
家
臣
の
直
江
直
綱
宛
の
書
状
（「
宗
滴
夜
話
」
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
）
に
て
戦
況
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
宗
滴
は
、
同

日
付
・
同
内
容
の
書
状
を
飛
騨
の
三
木
良
頼
に
も
発
給
し
て
お
り
（「
禅
昌
寺
明
叔
録
」

二
・
加
戦
X
III）、越後・






飛
騨
を
含む広域の軍事同盟が確認できる。以下、



















状
を
中
心
に
、
他
の
史
料
の
叙
述
と
も
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
加
賀
侵
攻
の
過
程
を
た
ど
る

こ
と
に
し
た
い
。

七
月
二
一
日
、
宗
滴
は
一
乗
谷
を
出
立
し
、
金
津
に
着
陣
し
た
。
二
二
日
に
は
細
呂
木
山

に
野
陣
を
か
け
、
二
三
日
に
は
橘
山
に
陣
取
る
。
大
聖
寺
・
千
束
・
南
郷
の
三
城
を
落
し
、

菅
生
・
敷
地
・
上
河
崎
ま
で
追
い
落
と
し
た
。
こ
の
戦
闘
に
つ
い
て
、「
白
山
宮
荘
厳
講
中

記
録
」（
加
戦
X
III）には「大







聖
寺・檜谷落城」とある。また、「賀越闘諍記



















る
と
、
朝
倉
景
連
が
津
葉
ノ
城
を
攻
め
た
際
、
松
尾
・
龍
崎
が
木
戸
脇
に
て
敵
と
取
り
組
み

討
ち
死
に
す
る
が
、
半
田
源
左
衛
門
尉
・
新
保
弥
三
郎
ら
の
奮
戦
に
よ
り
、
城
主
は
搦
手
よ

り
逃
亡
し
た
と
い
う
。
後
述
す
る
が
、
大
聖
寺
に
津
葉
城
と
呼
ば
れ
る
城
郭
遺
構
が
伝
わ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
大
聖
寺
で
の
攻
防
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
朝
倉
景
連
は
一
乗
谷
奉
行
人
の
一
家
、
玄
蕃
助
家
の
人
物
で
あ
る
。
松
尾
氏
に
つ

い
て
は
、
朝
倉
広
景
の
子
孫
三
郎
が
木
田
荘
松
尾
に
土
着
し
、
松
尾
氏
と
称
し
た
と
い
う
。

上
関
村
の
島
田
（
朝
日
・
松
尾
屋
敷
）
に
居
館
が
伝
わ
る
。
半
田
氏
は
半
田
村
出
身
で
、
地
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加
戦
X
II
I
）
。
四
月
に
は
、
江
沼
郡
・
能
美
郡
で
合
戦
が
起
き
て
い
る
【表

三
月、

義
輝
は
義
景
に
軍
勢
の
撤
退
を
重
ね
て
求
め
た
。
和
議
の
意
向
を
本
願
寺
に
伝

え
、
本
願
寺
が
承
引
し
な
け
れ
ば
、「
重
ね
て
出
勢
の
事
、
義
景
心
中
に
任
す
べ
く
候
」

（「
雑
録
追
加
」
加
戦
X
I
I
I）とし、




義
景
の
反
応
を待

っ
た。

こ
れを

受
け
、
朝倉

氏

意
に応

じ
、
勢
衆
先
ず
打
ち
入
ら
れ
候
、
此
の
上に

於
て、

自
然
境
目
彼
国
よ
り
放
火
せ
し

む
る
族
こ
れ
有
るに

至
ら
ば
、
其
の
曲
有
る
べ
か
ら
ず
候
」
と
し
、
敷
地
表
か
ら
の
撤
兵
を

決
定
す
る
（「
古
簡
雑
纂
」
加
戦
솛򘰀


こ
れ
に
つ
いて、


小
泉
義
博
は
「
敷
地
表に

和
睦
の
実
現
の
た
め
に
将
軍
方
の
勢
衆
が
入

部
し
た
と
見
え
、
境
界
線
で
軍
事
施
設
に
放
火
し
て
兵
力
引
き
離
し
を
行
う
ことに


つ
い

て、

前
波
・
小
泉
両
氏は

了
解
し
た
」（
小
泉
　
一
九
九
九
、
二
五
一
〜
二
五
二
頁
）と

し
、

「
打
入
」
を
将
軍
方
の
入
部
と
解
釈
し
ている。



一
方
、
一
乗
谷
朝倉氏


遺
跡
資
料
館
は、


「
軍
勢
を
引
き上

げ
る
」
とい

う
『
日
葡
辞
書
』
の
用
例
を
踏
ま
え
、朝倉


方
の
番
勢
の
撤

退
と
解
釈
し
た
（
一
乗
谷
朝倉氏


遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
四）。ここは




後
者
の
解
釈
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
小
泉
の
よ
う
に
勢
衆
を
幕
府
の
調
停
軍
と
み
る
の
は
難
し
く
、
後
半
も
加
賀

勢
に
よ
る
境
目
で
の
放
火
を
戒
め
る
内
容
と
み
る
べ
きで

あ
る。


５
　
永
禄
年
間
の
対
一
揆
戦

永
禄
七
年
九
月
一
日
、朝倉


義
景
は、

景
鏡
・
景
隆
両
人
を
大
将
と
し
て
加
賀
へ
出
兵
を

命
じ
た
。こ

の
時
、朝倉


景
垙
が
大
将
に
任
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こと

を
腹
に
据
え
か
ね
、
景

鏡
と
争
って

自
害
し
ている


（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。こ

の
出
兵
も
、上

杉
謙
信
と
の
盟

約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
（「
中
山
福
太
郎
氏
所
蔵
文
書
」「
歴
代
古
案
」
加
戦
�
）。

一
七
日
、朝倉


勢
は
御
幸
塚
を
攻
め
、
粟
津
よ
り
竜
ヶ
馬
場
へ
ま
わ
り
、
昼
夜
三
日
間
攻

め
続
け
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
な
戦
果
を
得
ら
れ
ず
、
一
八
日
には

本
折
な
ど
郡
中
を
放

火
し
、
帰
陣
し
ている。朝倉





方
は、

津
波
の
城
に
蟄
居
し
て
越
年
し
た
（「
安
楽
山
産
福

ここで


の
「
当
城
」
は、

宗
滴
が
在
陣
し
てい

た
敷
地
を
指
す
と
み
ら
れ
る。
「
本
城
」

は
敷
地
とは

わ
け
て
記
載
さ
れ
ていること




か
ら
、
大
聖
寺
の
可
能
性
が
高
い。

大
聖
寺
方

面
で
の
陣
所
の
使
い
わ
け
や
格
付
け
が
う
か
が
え
る
興
味
深
い
叙
述
で
あ
る。

な
お
、こ

の

戦
いは、


本
願
寺
方
には

敷
地
城
攻
め
と
し
て
伝
わ
っている



（『
私
心
記
』
天
文
二
四
年

八
月
一
七
日
条
）。

一
三
日
の
敷
地
口
・
菅
生
口
の
合
戦
では、


多
く
の
感
状
が
発
給
さ
れ
ている【表１】。







こ
の
時
、
感
状
を
得
た
鳥
居
氏は、


も
とは

興
福
寺
衆
徒
の
一
族
で
あ
り
、
河
口
荘
の
代
官

と
し
て
派
遣
さ
れ
、
後
に朝倉氏に




被
官
化
し
た
と
推
定
さ
れ
ている。



斎
藤
氏は朝倉



内

衆
、
雨
夜
新
左
衛
門
尉
は
府
中
近
辺
の
国
衆
で
あ
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

宗
滴
は
「
歓
楽
」（
病
気
）に

よ
り
、
養
生
の
た
め
帰
陣
す
るが、


九
月に

亡
く
な
る

（『
私
心
記
』
天
文
二
四
年
九
月
八
日
条
）。
宗
滴
は、

足
利
義
輝
か
ら
三
段
崎
紀
存
を
通
じ

て
加
賀
一
揆
と
の
和
談
の
申
し
入
れ
を
受
け
、こ

れ
に
同
意
し
てい

た
（「
古
文
状
」
加
戦

X
II
I
）。だ


が
、当主の



義
景は

抗
戦の

構
えを崩さなかった







。
宗滴に代わっ





て

攻
軍
を
率
い
た
朝倉

景
隆
は、

九
月
一
二
日
に江

崎
五
郎
に
対
し
、
義
景
の
命
令
次
第
に
奥

郡
を
攻
め
る
覚
悟
を
示
し
ている


（「
四
居
万
治
郎
氏
所
蔵
文
書
」
加
戦

）。
景
隆
は
九
月

中
旬
に
那な

谷た

寺
・
粟
津
な
ど
を
放
火
す
るが、


敵
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
（「
賀
越
闘
諍

記
」）。朝倉


義
景
が
発
給
し
た
感
状
か
ら
は、

九
月
一
六
日
に
横
北
口
で合

戦
が
あ
っ
た
こ

とが

わ
か
る【表１】。





義
輝
は朝倉氏に、





加
賀
へ
の
番
勢
の
派
遣
を
延
期
す
る
よ
う
要
請
し
た
。こ

れ
に
対
し

て、

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
正
月、

前
波
景
定
・
小
泉
長
利
の
両
名
は
幕
臣
大
館
氏
の
被

官
で
あ
る
富
森
信
盛
へ
、
要
請
には応


じ
ら
れ
な
いと

し
、
近
日
中
に
義
景
よ
り
二
番
勢
の

派
遣
が
命
じ
ら
れ
るだ

ろ
う
と
返
答
し
た
（「
古
簡
雑
纂
」
加
戦

）。
昨
年
以
来
、朝倉


方

の
在
番
が
継
続
し
ている


様
子
が
う
か
が
え
る。

義
景
は
三
月には


折
立
称
名
寺
に
対
し
、

加
賀
へ
の
番
勢
出
立
に
つ
き、

門
徒
中
と
相
談
し
、
忠
節
を
求
め
ている


（「
称
名
寺
文
書
」
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軍
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放
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ことに


つ
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て、

前
波
・
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解
し
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一
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、
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五
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五
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、

「
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と
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軍
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とい

う
『
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を
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え
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と
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（
一
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後
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の
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が
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で
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よ
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加
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大
将
に
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れ
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っ
た
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を
腹
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据
え
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、
景

鏡
と
争
って

自
害
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（「
当
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と
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で
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（「
中
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郎
氏
所
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文
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加
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一
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日
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勢
は
御
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を
攻
め
、
粟
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よ
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竜
ヶ
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場
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ま
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、
昼
夜
三
日
間
攻

め
続
け
た
。
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か
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、
思
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よ
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な
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を
得
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ず
、
一
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には

本
折
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ど
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を
放
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、
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、
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、
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に
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し
、

加
賀
へ
の
番
勢
出
立
に
つ
き、

門
徒
中
と
相
談
し
、
忠
節
を
求
め
ている


（「
称
名
寺
文
書
」
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越
前
に
静
謐
が
も
た
ら
さ
れ
た
（「
儀
俄
甚
一
郎
氏
所
蔵
文
書
」
加
戦
�
）。

今
回
の
合
戦
で
は
、
朝
倉
景
鏡
も
感
状
を
発
給
し
て
い
る
。
戦
国
期
の
加
賀
・
越
前
国
境

域
で
の
戦
闘
に
お
い
て
、
朝
倉
氏
当
主
以
外
が
感
状
を
発
給
し
た
の
は
こ
の
時
の
み
で
あ
る

【
表
１
】。
四
月
一
一
日
、
佐
藤
九
郎
右
衛
門
は
高
塚
合
戦
で
の
戦
功
を
朝
倉
義
景
・
景
鏡
の

両
名
か
ら
賞
さ
れ
た
（「
増
野
春
氏
所
蔵
文
書
」
加
戦
�
）。
景
鏡
の
感
状
に
は
、
義
景
の
意

を
受
け
た
文
言
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
受
給
者
の
求
め
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
発
給
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

景
鏡
は
、
三
月
一
三
日
付
で
細
呂
宜
上
郷
神
宮
寺
沢
村
宛
に
禁
制
を
発
給
し
て
い
る

（「
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
」
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
　
二
〇
二

三
）。
当
地
に
戦
争
の
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
神
宮
寺
沢
村
の
人
々
が
朝

倉
方
に
金
銭
を
支
払
い
、
禁
制
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
沢
村
は
、
次
章
で
検
討
す
る

神
宮
寺
城
の
膝
下
に
あ
た
る
。
神
宮
寺
は
後
述
す
る
指
中
村
に
比
定
さ
れ
、
沢
村
と
並
列
で

捉
え
ら
れ
て
い
る
が
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
　
二
〇
二
三
）、「
神
宮
寺
の

沢
村
」
と
捉
え
、
沢
村
を
含
む
広
域
地
名
と
み
る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
神
宮
寺
城
の
周
辺
が
軍
事
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
景
鏡
が
禁
制
の
発
給
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
倉
勢
の
筆
頭
と
し
て
地
域
社
会

か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
当
該
期
の
景
鏡
の
地
位
は
、
か
つ
て
の
宗
滴

に
相
当
す
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

三
月
一
五
日
に
は
、
朝
倉
景
恒
を
大
将
と
す
る
軍
勢
が
松
山
城
を
攻
め
て
い
る
（「
安
楽

山
参
福
禅
寺
年
代
記
」
加
戦
�
）。
こ
れ
に
関
し
て
、
鳥
居
景
近
が
野
村
七
郎
五
郎
・
吉
田

小
五
郎
に
宛
て
た
三
月
一
五
日
付
の
書
状
で
、
松
山
城
塀
際
で
の
攻
防
に
彦
二
郎
殿
（
野
村

の
近
親
者
か
）
が
出
座
し
た
こ
と
を
、
永
代
の
名
誉
で
あ
る
と
賞
し
て
い
る
（「
金
沢
市
立

図
書
館
蔵
野
村
家
文
書
」
福
二
）。
松
原
信
之
は
、
本
史
料
の
年
次
を
永
禄
頃
と
し
て
い
る

が
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）、
先
の
史
料
と
の
関
わ
り
か
ら
永
禄
一
〇
年
に
比
定
で
き
よ
う
。

寺
年
代
記
」
加
戦
�
）。『
加
能
史
料
　
戦
国
�
』
は
、
津
波
の
城
を
津
波
倉
（
能
美
郡
）
に

比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
当
国
御
陣
之
次
第
」
は
「
大
聖
寺
番
勢
仰
せ
付
け
ら
れ
」
と

し
て
お
り
、
津
葉
（
大
聖
寺
）
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
、
能
美
郡
本
折
口
・
小
松
口
（
一
七
日
）、
鵜
谷
口
（
二
〇
日
）、
木
場
口
（
八

日
）
で
合
戦
が
行
わ
れ
、
多
く
の
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
【
表
１
】。
感
状
を
得
た
鰐
淵

氏
は
朝
倉
氏
の
内
衆
で
、
吉
田
郡
志
比
荘
下
浄
法
寺
に
鰐
淵
将
監
の
城
跡
が
伝
わ
る
。
三
段

崎
氏
は
、
朝
倉
高
景
四
男
弾
正
忠
を
祖
と
す
る
一
門
衆
で
あ
る
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

な
お
、
大
安
寺
元
勝
宛
の
義
景
感
状
（「
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
所
蔵
文

書
」）
は
無
年
号
だ
が
、
能
美
郡
で
の
戦
闘
に
関
す
る
感
状
が
多
数
発
給
さ
れ
て
い
る
永
禄

七
年
に
比
定
で
き
る
。
義
景
が
署
名
と
花
押
の
両
方
を
据
え
た
感
状
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
な
か
で
は
本
状
の
み
で
あ
り
、
書
札
礼
上
も
厚
礼
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
勝
の
地
位
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
　
二
〇
二
三
）。
こ
れ
に
加

え
て
、
戦
闘
の
二
日
後
に
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
永
禄
七
年
九
月
の

戦
闘
に
関
し
て
は
、
一
〇
月
一
三
日
付
で
感
状
が
大
量
に
発
給
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
感
状

は
そ
れ
ら
と
は
別
個
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
敬
意
を
表
す
べ
き
相
手
だ
か
ら
、
戦
功

の
報
告
に
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

永
禄
九
年
に
も
、
朝
倉
景
鏡
を
大
将
と
す
る
軍
勢
が
江
沼
郡
で
転
戦
し
て
い
る
（「
中
山

福
太
郎
氏
所
蔵
文
書
」「
歴
代
古
案
」
加
戦
�
）。
と
こ
ろ
が
、
永
禄
一
〇
年
に
は
、
杉
浦
玄

任
が
越
前
で
謀
反
を
企
て
た
堀
江
景
忠
に
呼
応
し
、
金
津
へ
侵
攻
す
る
。
竹
間
芳
明
は
、
玄

任
が
率
い
た
の
は
北
二
郡
（
河
北
・
石
川
）
の
軍
勢
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
彼
ら

は
、
本
願
寺
宗
主
に
背
く
主
戦
派
で
あ
っ
た
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。
三
月
一
二
日
、
一
揆

は
金
津
上
野
ま
で
進
出
し
（「
増
野
春
氏
所
蔵
文
書
」
加
戦
�
）、
高
塚
・
熊
坂
口
・
牛
屋
口

な
ど
国
境
域
で
合
戦
が
起
き
た
【
表
１
】。
金
津
上
野
は
、
金
津
の
北
、
千
束
か
ら
蓮
ヶ
浦

辺
り
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
福
井
県
教
委
　
二
〇
〇
一
）。
朝
倉
氏
は
こ
の
戦
い
に
勝
利
し
、
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一
六
世
紀
中
頃
の
享
禄
の
錯
乱
は
、
朝
倉
氏
が
加
賀
へ
直
接
進
出
し
て
い
く
画
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
小
一
揆
勢
の
勢
力
回
復
の
た
め
の
軍
事
行
動
に
は
、
朝
倉
氏

は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
。
朝
倉
氏
が
加
賀
方
面
へ
の
軍
事
侵
攻
を
積
極
化
さ
せ
る
の
は
、

弘
治
・
永
禄
年
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
近
隣
大
名
と
の
合
従
連
衡
に
基
づ
き
、
加
賀
南
部

へ
領
国
を
拡
大
さ
せ
る
志
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
新
た

な
統
合
の
運
動
の
萌
芽
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

だ
が
、
朝
倉
氏
は
加
賀
国
で
勢
力
を
扶
植
で
き
ず
、
境
目
の
変
更
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

度
重
な
る
将
軍
の
和
平
調
停
を
受
け
入
れ
た
の
が
理
由
だ
が
、
朝
倉
氏
の
地
域
掌
握
の
志
向

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朝
倉
氏
は
加
賀
侵
攻
に
際
し
て
、

大
聖
寺
方
面
に
し
ば
し
ば
陣
を
敷
い
て
い
る
。
大
聖
寺
は
、
北
陸
道
と
熊
坂
越
え
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
中
世
前
期
以
来
、
有
力
寺
社
や
武
士
の
居
館
が
集
中
し
て
い
た
。

ま
た
、
大
聖
寺
川
は
、
吉
崎
が
所
在
す
る
竹
の
浦
と
江
沼
盆
地
西
部
を
結
ぶ
地
域
交
通
路
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
仁
木
　
一
九
九
九
）。
朝
倉
氏
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
要
地
で

あ
る
大
聖
寺
方
面
の
掌
握
を
重
視
し
、
加
賀
南
部
を
面
的
に
把
握
す
る
意
図
は
そ
れ
ほ
ど
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　
城
館
か
ら
み
た
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
戦
国
史

１
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
城
館
分
布

石
川
県
・
福
井
県
で
は
城
館
の
分
布
調
査
が
行
わ
れ
、
福
井
県
内
で
五
三
二
ヶ
所
（
福
井

県
教
委
　
一
九
八
七
）、
石
川
県
内
で
約
二
三
〇
ヶ
所
（
石
川
県
教
委
　
二
〇
〇
六
）
の
城

館
跡
（
伝
承
地
を
含
む
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
哲
也
は
、
両
県
内
の
城
館
跡
を
悉
皆

的
に
踏
査
し
、
詳
細
な
縄
張
図
を
作
成
す
る
と
と
も
に
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
a
・
二
〇
一

九
）、
政
治
史
と
の
接
合
を
図
っ
た
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
b
・
二
〇
二
一
）。
こ
の
よ
う
に
、

永
禄
一
〇
年
末
、
足
利
義
昭
の
御
内
書
に
よ
り
、
加
賀
・
越
前
両
国
の
和
睦
が
実
現
す
る

（『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
一
一
年
正
月
一
七
日
条
）。
和
睦
の
条
件
と
し
て
、
義
景
の
娘
が
教

如
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
元
亀
三
年
三
月
に
実
現
し
た
。
加
賀
南
部
で
は
、
一
一

月
一
四
日
に
津
葉
・
檜
谷
・
黒
谷
の
朝
倉
勢
、
松
山
・
堂
前
・
月
津
の
一
揆
勢
が
そ
れ
ぞ
れ

退
城
し
て
い
る
（「
安
楽
山
参
福
禅
寺
年
代
記
」）。
一
二
月
一
五
日
に
は
、
一
揆
方
の
柏

野
・
杉
（
松
）
山
の
城
、
朝
倉
方
の
黒
谷
・
檜
谷
・
大
聖
寺
城
が
そ
れ
ぞ
れ
放
火
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
両
国
の
和
睦
が
成
立
し
、
北
陸
道
の
往
還
が
自
在
に
な
っ
た
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

堀
江
景
忠
は
、
加
越
和
睦
後
も
加
賀
へ
亡
命
し
続
け
た
。
朝
倉
氏
は
、
堀
江
氏
の
旧
領
に

給
人
を
設
定
し
、
代
官
支
配
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
（
松
浦
　
二
〇
一
七
）。
朝
倉
氏
滅
亡
後
、

堀
江
は
織
田
の
配
下
に
属
し
、
江
沼
・
能
美
両
郡
に
拠
点
を
も
つ
。
越
前
一
向
一
揆
成
立
後

は
門
徒
と
し
て
本
願
寺
に
従
う
が
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
七
月
に
織
田
方
の
調
略
を
受

け
、
再
び
配
下
に
属
し
た
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

一
六
世
紀
後
半
、
朝
倉
氏
は
越
後
上
杉
氏
と
の
連
携
を
背
景
と
し
て
、
加
賀
方
面
へ
の
進

出
を
加
速
さ
せ
る
。
加
賀
南
部
で
は
、
朝
倉
方
の
在
陣
が
断
続
的
に
確
認
で
き
る
。
し
か

し
、
上
杉
氏
は
関
東
地
方
へ
の
出
兵
（
い
わ
ゆ
る
「
越
山
」）
や
対
武
田
戦
等
に
注
力
し
、

朝
倉
氏
は
実
質
的
な
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
か
ら
再
三
に
わ
た
り
講
和
の
要
請
も

あ
り
、
朝
倉
氏
は
加
賀
方
面
へ
の
支
配
領
域
の
拡
大
を
最
後
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

小
括

本
章
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
の
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
を
整
理
し
、
時
期
的
な
差
異

に
つ
い
て
論
じ
た
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
は
、
朝
倉
氏
に
敵
対
す
る
勢
力

が
加
賀
方
面
よ
り
越
前
北
部
へ
進
出
し
、
敗
北
し
て
加
賀
へ
逃
亡
す
る
パ
タ
ー
ン
が
一
般
的

で
あ
っ
た
。
加
賀
一
向
一
揆
の
蜂
起
は
畿
内
政
治
史
と
も
連
動
し
て
お
り
、
甲
斐
氏
ら
敵
対

勢
力
に
与
同
し
て
越
前
に
侵
攻
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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一
六
世
紀
中
頃
の
享
禄
の
錯
乱
は
、
朝
倉
氏
が
加
賀
へ
直
接
進
出
し
て
い
く
画
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
小
一
揆
勢
の
勢
力
回
復
の
た
め
の
軍
事
行
動
に
は
、
朝
倉
氏

は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
。
朝
倉
氏
が
加
賀
方
面
へ
の
軍
事
侵
攻
を
積
極
化
さ
せ
る
の
は
、

弘
治
・
永
禄
年
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
近
隣
大
名
と
の
合
従
連
衡
に
基
づ
き
、
加
賀
南
部

へ
領
国
を
拡
大
さ
せ
る
志
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
新
た

な
統
合
の
運
動
の
萌
芽
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

だ
が
、
朝
倉
氏
は
加
賀
国
で
勢
力
を
扶
植
で
き
ず
、
境
目
の
変
更
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

度
重
な
る
将
軍
の
和
平
調
停
を
受
け
入
れ
た
の
が
理
由
だ
が
、
朝
倉
氏
の
地
域
掌
握
の
志
向

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朝
倉
氏
は
加
賀
侵
攻
に
際
し
て
、

大
聖
寺
方
面
に
し
ば
し
ば
陣
を
敷
い
て
い
る
。
大
聖
寺
は
、
北
陸
道
と
熊
坂
越
え
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
中
世
前
期
以
来
、
有
力
寺
社
や
武
士
の
居
館
が
集
中
し
て
い
た
。

ま
た
、
大
聖
寺
川
は
、
吉
崎
が
所
在
す
る
竹
の
浦
と
江
沼
盆
地
西
部
を
結
ぶ
地
域
交
通
路
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
仁
木
　
一
九
九
九
）。
朝
倉
氏
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
要
地
で

あ
る
大
聖
寺
方
面
の
掌
握
を
重
視
し
、
加
賀
南
部
を
面
的
に
把
握
す
る
意
図
は
そ
れ
ほ
ど
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　
城
館
か
ら
み
た
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
戦
国
史

１
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
城
館
分
布

石
川
県
・
福
井
県
で
は
城
館
の
分
布
調
査
が
行
わ
れ
、
福
井
県
内
で
五
三
二
ヶ
所
（
福
井

県
教
委
　
一
九
八
七
）、
石
川
県
内
で
約
二
三
〇
ヶ
所
（
石
川
県
教
委
　
二
〇
〇
六
）
の
城

館
跡
（
伝
承
地
を
含
む
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
哲
也
は
、
両
県
内
の
城
館
跡
を
悉
皆

的
に
踏
査
し
、
詳
細
な
縄
張
図
を
作
成
す
る
と
と
も
に
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
a
・
二
〇
一

九
）、
政
治
史
と
の
接
合
を
図
っ
た
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
b
・
二
〇
二
一
）。
こ
の
よ
う
に
、

永
禄
一
〇
年
末
、
足
利
義
昭
の
御
内
書
に
よ
り
、
加
賀
・
越
前
両
国
の
和
睦
が
実
現
す
る

（『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
一
一
年
正
月
一
七
日
条
）。
和
睦
の
条
件
と
し
て
、
義
景
の
娘
が
教

如
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
元
亀
三
年
三
月
に
実
現
し
た
。
加
賀
南
部
で
は
、
一
一

月
一
四
日
に
津
葉
・
檜
谷
・
黒
谷
の
朝
倉
勢
、
松
山
・
堂
前
・
月
津
の
一
揆
勢
が
そ
れ
ぞ
れ

退
城
し
て
い
る
（「
安
楽
山
参
福
禅
寺
年
代
記
」）。
一
二
月
一
五
日
に
は
、
一
揆
方
の
柏

野
・
杉
（
松
）
山
の
城
、
朝
倉
方
の
黒
谷
・
檜
谷
・
大
聖
寺
城
が
そ
れ
ぞ
れ
放
火
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
両
国
の
和
睦
が
成
立
し
、
北
陸
道
の
往
還
が
自
在
に
な
っ
た
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。

堀
江
景
忠
は
、
加
越
和
睦
後
も
加
賀
へ
亡
命
し
続
け
た
。
朝
倉
氏
は
、
堀
江
氏
の
旧
領
に

給
人
を
設
定
し
、
代
官
支
配
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
（
松
浦
　
二
〇
一
七
）。
朝
倉
氏
滅
亡
後
、

堀
江
は
織
田
の
配
下
に
属
し
、
江
沼
・
能
美
両
郡
に
拠
点
を
も
つ
。
越
前
一
向
一
揆
成
立
後

は
門
徒
と
し
て
本
願
寺
に
従
う
が
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
七
月
に
織
田
方
の
調
略
を
受

け
、
再
び
配
下
に
属
し
た
（
竹
間
　
二
〇
一
二
）。

一
六
世
紀
後
半
、
朝
倉
氏
は
越
後
上
杉
氏
と
の
連
携
を
背
景
と
し
て
、
加
賀
方
面
へ
の
進

出
を
加
速
さ
せ
る
。
加
賀
南
部
で
は
、
朝
倉
方
の
在
陣
が
断
続
的
に
確
認
で
き
る
。
し
か

し
、
上
杉
氏
は
関
東
地
方
へ
の
出
兵
（
い
わ
ゆ
る
「
越
山
」）
や
対
武
田
戦
等
に
注
力
し
、

朝
倉
氏
は
実
質
的
な
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
か
ら
再
三
に
わ
た
り
講
和
の
要
請
も

あ
り
、
朝
倉
氏
は
加
賀
方
面
へ
の
支
配
領
域
の
拡
大
を
最
後
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

小
括

本
章
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
の
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
を
整
理
し
、
時
期
的
な
差
異

に
つ
い
て
論
じ
た
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
は
、
朝
倉
氏
に
敵
対
す
る
勢
力

が
加
賀
方
面
よ
り
越
前
北
部
へ
進
出
し
、
敗
北
し
て
加
賀
へ
逃
亡
す
る
パ
タ
ー
ン
が
一
般
的

で
あ
っ
た
。
加
賀
一
向
一
揆
の
蜂
起
は
畿
内
政
治
史
と
も
連
動
し
て
お
り
、
甲
斐
氏
ら
敵
対

勢
力
に
与
同
し
て
越
前
に
侵
攻
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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両
県
で
は
城
館
の
構
造
上
の
特
徴
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
本
章
で
は
、

こ
れ
ら
の
基
礎
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
の
朝
倉
氏
の
軍
事
行
動
と
築
城

と
の
関
連
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

分
布
調
査
の
報
告
書
か
ら
、
朝
倉
氏
と
一
向
一
揆
勢
の
攻
防
が
主
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
加

賀
国
江
沼
郡
・
能
美
郡
、
越
前
国
坂
北
郡
を
中
心
に
、
八
四
の
中
世
城
館
跡
を
抽
出
し
た

【
表
２
】。
こ
れ
ら
を
明
治
四
二
年
測
量
の
地
形
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
賀
で
は
、
大
聖
寺
周
辺
に
城
館
が
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
他
、
北
陸
道
沿
い
に
点
在

し
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
大
聖
寺
は
朝
倉
氏
と
一
揆
方
と
の
攻
防
の
中
心
で
あ
り
、

前
章
で
み
た
政
治
史
と
城
館
分
布
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。

越
前
で
は
、
金
津
以
東
の
坂
北
郡
北
東
部
に
城
館
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
一
帯
は
、

朝
倉
氏
の
加
賀
侵
攻
に
も
参
加
し
た
武
曽
氏
・
深
町
氏
の
勢
力
圏
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

金
津
と
三
国
を
結
ぶ
道
筋
上
に
も
城
館
が
ま
と
ま
っ
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
一
帯
は
九
頭

竜
川
の
支
流
で
あ
る
現
竹
田
川
沿
い
の
自
然
堤
防
に
あ
た
り
、
堀
江
氏
や
溝
江
氏
の
本
拠

域
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
在
地
領
主
の
勢
力
圏
と
城
館
の
分
布
が
あ
る
程
度
対
応
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
金
津
や
三
国
な
ど
経
済
的
な
要
地
や
そ
の
周
囲
に
は
城
館
が
少
な
い
。
こ
の

点
は
、
大
聖
寺
周
辺
に
城
館
が
集
中
す
る
加
賀
南
部
と
は
異
な
り
、
越
前
北
部
に
お
け
る

武
家
方
の
影
響
力
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
朝
倉
氏
は
加
賀
侵

攻
に
際
し
て
、
し
ば
し
ば
金
津
に
布
陣
し
て
い
る
が
、
恒
常
的
な
軍
事
拠
点
は
も
た
な

か
っ
た
。
ま
た
、
九
頭
竜
川
下
流
域
で
は
城
館
の
分
布
が
希
薄
で
あ
る
。
当
地
が
、
頻
繁

な
河
道
の
変
更
に
よ
り
土
地
が
安
定
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
荘
園
の
展
開
に
よ
り
在
地
領

主
の
支
配
が
抑
制
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

越
前
で
は
、
山
城
の
分
布
が
坂
北
郡
北
東
部
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
加
賀
へ
の
進
軍

表２　加賀・越前国境域の中世城館

No. 名称 所在 分布
調査 城主 標高 比高 規模（m） 防御施設 備考県 市 町村区 東西 南北 土塁 堀切 横堀 竪堀 石垣

1 山崎城 石川 小松 大杉本町 0301 389.5 240 90 30 〇 〇
2 林館 石川 小松 林町 0302 林六郎 10 0 190 45 〇 〇
3 霧籠城 石川 小松 滝ヶ原町 0306 青木一矩 125.8 80 240 100 〇

4 児城 石川 小松 滝ヶ原町 0307 江沼財氏・山本（財
町）円正 80 30 80 50 〇

5 三童子城 石川 小松 滝ヶ原町 0308 一向一揆 492.8 440 150 90 〇 〇
6 池田城 石川 小松 木場町 0314
7 御幸塚城 石川 小松 今江町 0315 21.5 0 △ △ 遺構なし
8 江指城 石川 小松 江指町 0322 宇津呂丹波 61 30 130 20 〇 〇

9 波佐谷城 石川 小松 波佐谷町 0324 宇津呂丹波・村上勝左
衛門 102 60 400 160 〇 〇 ◎ 〇 波佐谷松岡寺跡

10 柴田の付城 石川 加賀 山中温泉薬
師町 0901 柴田勝家 143.4 60 130 60 〇 〇 〇

11 赤岩城 石川 加賀 山中温泉滝
町 0902 藤丸氏 190 110 200 100 〇 〇 〇 〇

12 上平堡 石川 加賀 山中温泉菅
谷町 0903

13 坂東氏館 石川 加賀 山中温泉久
谷町 0904

14 山中城 石川 加賀 山中温泉東
町 0905 岸田常徳 135.9 80 50 50 〇

15 山中黒谷城 石川 加賀 桂谷町 0906 一向一揆・朝倉氏 234 170 310 140 〇 〇 ◎ 〇
16 小森堡 石川 加賀 永井町 0601 小森氏 57 50 150 280 〇
17 橘氏館 石川 加賀 橘町 0602 橘左近将監 50 40 40 110

18 三木だいも
ん遺跡 石川 加賀 三木町 0603 0 平安末～南北朝

の方形居館
19 三ツ堡 石川 加賀 三ツ町 0604

20 熊坂花房砦 石川 加賀 熊坂町花房 0605 67.1 50 40 40 〇 〇 城館候補遺構
（佐伯）

21 熊坂菅谷砦 石川 加賀 熊坂町菅谷 0606
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No. 名称 所在 分布
調査 城主 標高 比高 規模（m） 防御施設 備考県 市 町村区 東西 南北 土塁 堀切 横堀 竪堀 石垣

22 熊坂口之城 石川 加賀 熊坂町畑岡 0607 50 40 140 110 〇 〇
23 熊坂黒谷城 石川 加賀 熊坂町石坂 0608 124.2 100 800 500 △
24 奥谷城 石川 加賀 奥谷町 0609
25 檜谷城 石川 加賀 日谷町 0610 一向一揆・朝倉氏 118.3 90 690 240 〇 〇 〇 ◎
26 南郷城 石川 加賀 南郷町 0611 黒瀬掃部允 41.5 36 100 180 〇

27 永町ガマノ
マガリ遺跡 石川 加賀 大聖寺永町 0612 狩野氏 〇

28 金吾ヶ城 石川 加賀 大聖寺岡町 0613 朝倉宗滴 70 60 250 150

29 大聖寺城 石川 加賀 大聖寺地方
町 0615

一向一揆・朝倉氏・戸
次右近・佐久間盛政・
拝郷五左衛門・溝口秀
勝・山口宗永・前田氏

67 60 500 400 〇 〇 〇 ◎ 〇

30 津葉城 石川 加賀 大聖寺荻生
町 0616 一向一揆・朝倉氏 82 70 600 600 〇

31 福田氏館 石川 加賀 大聖寺上福
田町 0617

32 山岸氏館 石川 加賀 大聖寺下福
田町 0618 山岸氏 74.4 60 330 140 〇

33 東山田玄蕃
屋鋪 石川 加賀 大聖寺下福

田町 0619 40 0 140 70 〇

34 作見砦 石川 加賀 作見町 0621

35 片山津ミサ
ラシ城 石川 加賀 片山津本町 0622

36 弓波政所跡 石川 加賀 弓波町 0623

37 柏野城 石川 加賀 柏野町 0625 栗山氏・堀江氏・一向
一揆 140 100 280 190 〇 〇 城館候補遺構

（佐伯）
38 勅使館 石川 加賀 勅使町 0626 勅使河原四郎左衛門 0 180 160 〇

39 松山城 石川 加賀 松山町 0627 一向一揆・朝倉氏・織
田政権・前田利長 55 45 340 170 〇 〇 〇 〇

40 動橋城 石川 加賀 動橋町 0628
41 打越城 石川 加賀 打越町 0629 10 0 〇 〇 居館 or 城郭寺院
42 手塚屋敷 石川 加賀 庄町 0630
43 篠原城 石川 加賀 潮津町 0631
44 柴山城 石川 加賀 柴山町 0632
45 細呂木館 福井 あわら 細呂木 3-2 細呂宜氏 37.2 20 100 180 〇
46 桧山城 福井 あわら 樋山 3-3 比定地諸説あり
47 神宮寺城 福井 あわら 指中 3-4 50 40 160 160 〇 〇 〇 ◎

48 川口城 福井 あわら 指中 細屋右馬允 応安 2 年板碑（あ
わら市指定文化財）

49 千束山城 福井 あわら 千束 3-6 所在不明

50 溝江館 福井 あわら 古 3-8 溝江宗天入道・同大炊
助長逸 0 100 120 △ △

51 矢地館 福井 あわら 矢地 3-9 武曽刑部 160 150 110 60 〇 城館候補遺構
（佐伯）

52 清間館 福井 あわら 清間 3-10 0
53 桑原館 福井 あわら 桑原 3-11 館源右衛門 0 168 258 △ △
54 御簾尾館 福井 あわら 御簾尾 3-12 小布施修理大夫 0 220 260 △ △
55 中川館 福井 あわら 中川 3-13
56 今村氏館 福井 あわら 東田中 3-14 今村彦五郎 0 130 100 △ △
57 次郎丸館 福井 あわら 次郎丸 3-15 0 60 75 △ △
58 疋田館 福井 あわら 南疋田 3-16 0
59 椚山城 福井 あわら 椚 3-17 深町氏 122.6 90 210 100 〇

60 瓜生城 福井 あわら 瓜生 3-18 瓜生判官・武曽信濃
守・深町氏 130 100 140 110 〇

61 後山城 福井 あわら 坪江 3-19 深町氏 135.3 100 100 90 〇

62 後山館 福井 あわら 後山 3-20・
21

深町安芸守・同兵庫、
中山周防守 0 130 150 △

63 上野山城 福井 あわら 東山 3-22 木曽義仲 209 160 70 50 〇 〇
64 波松城 福井 あわら 番堂野 2-1 木曽義仲
65 公文館 福井 あわら 宮前 2-3 0 57 54 △
66 田中中館 福井 あわら 田中中 2-4 0
67 堀江館 福井 あわら 番田 2-5 堀江石見守 0 64 60 △ △
68 伊豆屋敷 福井 あわら 下番 2-6 溝江宗了入道

69 堀江館（本
庄城） 福井 あわら 下番 2-7 堀江石見守 0

70 堀江館 福井 あわら 中番 2-8 堀江石見守 0 190 240 △ △
71 池上玉屋敷 福井 坂井 崎 1-2
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

No. 名称 所在 分布
調査 城主 標高 比高 規模（m） 防御施設 備考県 市 町村区 東西 南北 土塁 堀切 横堀 竪堀 石垣

22 熊坂口之城 石川 加賀 熊坂町畑岡 0607 50 40 140 110 〇 〇
23 熊坂黒谷城 石川 加賀 熊坂町石坂 0608 124.2 100 800 500 △
24 奥谷城 石川 加賀 奥谷町 0609
25 檜谷城 石川 加賀 日谷町 0610 一向一揆・朝倉氏 118.3 90 690 240 〇 〇 〇 ◎
26 南郷城 石川 加賀 南郷町 0611 黒瀬掃部允 41.5 36 100 180 〇

27 永町ガマノ
マガリ遺跡 石川 加賀 大聖寺永町 0612 狩野氏 〇

28 金吾ヶ城 石川 加賀 大聖寺岡町 0613 朝倉宗滴 70 60 250 150

29 大聖寺城 石川 加賀 大聖寺地方
町 0615

一向一揆・朝倉氏・戸
次右近・佐久間盛政・
拝郷五左衛門・溝口秀
勝・山口宗永・前田氏

67 60 500 400 〇 〇 〇 ◎ 〇

30 津葉城 石川 加賀 大聖寺荻生
町 0616 一向一揆・朝倉氏 82 70 600 600 〇

31 福田氏館 石川 加賀 大聖寺上福
田町 0617

32 山岸氏館 石川 加賀 大聖寺下福
田町 0618 山岸氏 74.4 60 330 140 〇

33 東山田玄蕃
屋鋪 石川 加賀 大聖寺下福

田町 0619 40 0 140 70 〇

34 作見砦 石川 加賀 作見町 0621

35 片山津ミサ
ラシ城 石川 加賀 片山津本町 0622

36 弓波政所跡 石川 加賀 弓波町 0623

37 柏野城 石川 加賀 柏野町 0625 栗山氏・堀江氏・一向
一揆 140 100 280 190 〇 〇 城館候補遺構

（佐伯）
38 勅使館 石川 加賀 勅使町 0626 勅使河原四郎左衛門 0 180 160 〇

39 松山城 石川 加賀 松山町 0627 一向一揆・朝倉氏・織
田政権・前田利長 55 45 340 170 〇 〇 〇 〇

40 動橋城 石川 加賀 動橋町 0628
41 打越城 石川 加賀 打越町 0629 10 0 〇 〇 居館 or 城郭寺院
42 手塚屋敷 石川 加賀 庄町 0630
43 篠原城 石川 加賀 潮津町 0631
44 柴山城 石川 加賀 柴山町 0632
45 細呂木館 福井 あわら 細呂木 3-2 細呂宜氏 37.2 20 100 180 〇
46 桧山城 福井 あわら 樋山 3-3 比定地諸説あり
47 神宮寺城 福井 あわら 指中 3-4 50 40 160 160 〇 〇 〇 ◎

48 川口城 福井 あわら 指中 細屋右馬允 応安 2 年板碑（あ
わら市指定文化財）

49 千束山城 福井 あわら 千束 3-6 所在不明

50 溝江館 福井 あわら 古 3-8 溝江宗天入道・同大炊
助長逸 0 100 120 △ △

51 矢地館 福井 あわら 矢地 3-9 武曽刑部 160 150 110 60 〇 城館候補遺構
（佐伯）

52 清間館 福井 あわら 清間 3-10 0
53 桑原館 福井 あわら 桑原 3-11 館源右衛門 0 168 258 △ △
54 御簾尾館 福井 あわら 御簾尾 3-12 小布施修理大夫 0 220 260 △ △
55 中川館 福井 あわら 中川 3-13
56 今村氏館 福井 あわら 東田中 3-14 今村彦五郎 0 130 100 △ △
57 次郎丸館 福井 あわら 次郎丸 3-15 0 60 75 △ △
58 疋田館 福井 あわら 南疋田 3-16 0
59 椚山城 福井 あわら 椚 3-17 深町氏 122.6 90 210 100 〇

60 瓜生城 福井 あわら 瓜生 3-18 瓜生判官・武曽信濃
守・深町氏 130 100 140 110 〇

61 後山城 福井 あわら 坪江 3-19 深町氏 135.3 100 100 90 〇

62 後山館 福井 あわら 後山 3-20・
21

深町安芸守・同兵庫、
中山周防守 0 130 150 △

63 上野山城 福井 あわら 東山 3-22 木曽義仲 209 160 70 50 〇 〇
64 波松城 福井 あわら 番堂野 2-1 木曽義仲
65 公文館 福井 あわら 宮前 2-3 0 57 54 △
66 田中中館 福井 あわら 田中中 2-4 0
67 堀江館 福井 あわら 番田 2-5 堀江石見守 0 64 60 △ △
68 伊豆屋敷 福井 あわら 下番 2-6 溝江宗了入道

69 堀江館（本
庄城） 福井 あわら 下番 2-7 堀江石見守 0

70 堀江館 福井 あわら 中番 2-8 堀江石見守 0 190 240 △ △
71 池上玉屋敷 福井 坂井 崎 1-2
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

路
と
な
る
は
ず
の
北
陸
道
沿
い

に
も
ほ
と
ん
ど
築
城
が
確
認
で

き
な
い
。
山
城
の
少
な
さ
も
、

加
賀
と
の
違
い
と
い
え
よ
う
。

坂
北
郡
最
大
の
国
衆
、
堀
江
氏

も
山
城
を
構
え
た
形
跡
は
う
か

が
え
な
い
。
大
和
国
で
は
、
有

力
な
国
人
が
平
野
部
の
国
中
に

居
館
を
も
ち
つ
つ
、
政
庁
と
な

る
山
城
を
形
成
し
た
。
そ
こ
で

の
山
城
は
、
国
人
の
勢
力
圏
で

あ
る
郷
に
対
応
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
村
田
　
一
九

八
五
）。
堀
江
氏
の
場
合
、
地

形
の
制
約
も
大
き
い
が
、
山
城

を
核
と
し
た
地
域
支
配
を
志
向

し
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。こ

の
よ
う
に
、
加
賀
側
と
越

前
側
で
は
城
館
の
立
地
や
分
布

に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
総
じ

て
加
賀
側
の
方
が
城
館
、
と
り

わ
け
山
城
の
構
築
が
顕
著
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
踏

No. 名称 所在 分布
調査 城主 標高 比高 規模（m） 防御施設 備考県 市 町村区 東西 南北 土塁 堀切 横堀 竪堀 石垣

72 御成山城 福井 坂井 池上 1-3
73 西谷城 福井 坂井 西谷 1-4 小山豊後守 0 100 125 △
74 加戸館 福井 坂井 加戸 1-5 0 所在不明
75 覚善城 福井 坂井 覚善 1-6 0 120 120
76 平野館 福井 坂井 錦 1-7 平野四郎兵衛 15

77 湊之城 福井 坂井 大門 1-8 畑六郎左衛門時能・桜
井新左衛門元忠

78 大口城 福井 坂井 鯉 4-1 50 60 △
79 下関館 福井 坂井 下関 4-2 堀江兵庫 0 120 100 △ △
80 関館 福井 坂井 上関 4-3 0
81 清永館 福井 坂井 清永 4-5 伊勢帯刀 0 130 110 △
82 上兵庫館 福井 坂井 上兵庫 4-6 160 600
83 河上城 福井 坂井 川上 6-1 130 90 190 90 〇 〇 〇

84 イラカ嵩城 福井 坂井 山竹田 6-2 木曽義仲 545.5 300 190 110 〇 〇 城館候補遺構
（佐伯）

・（石川県教委 2006）（福井県教委 1987）所収の城館のうち、戦国期には機能していないことが明らかな城館と、寺院は除いた。
・「分布調査」は（石川県教委 2006）（福井県教委 1987）の番号。
・城の立地や規模に関するデータは、（佐伯 2017a・2019）（福井県教委 1987）（松原 1971）を参照した。
・遺構の有無は、現存するものを〇、地籍図等から想定されるものを△でそれぞれ示した。「竪堀」の◎は畝状空堀群を有するもの。

図２　加賀・越前国境域における中世城館の分布（明治期の５万分１図に加筆）
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

ば
、
長
期
間
の
戦
闘
に
耐
え
う
る
詰
城
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
九
千
房
　

二
〇
二
一
）。

筆
者
は
、
上
述
の
測
量
図
を
も
と
に
、
神
宮
寺
城
の
縄
張
図
を
新
た
に
作
成
し
た
【
図

３
】。
以
下
、
本
図
に
基
づ
き
遺
構
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

曲
輪
Ⅰ
は
、
全
体
に
削
平
が
甘
く
、
中
央
に
土
壇
状
の
高
ま
り
を
も
つ
。
南
面
の
土
塁
A

は
、
堀
切
C
と
セ
ッ
ト
で
南
方
の
防
御
を
担
う
が
、
曲
輪
の
縁
に
設
け
ら
れ
ず
、
土
塁
の
配

置
と
し
て
は
や
や
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
。

横
堀
B
は
、
北
の
畝
状
空
堀
群
と
セ
ッ
ト
で
曲
輪
Ⅰ
の
防
御
を
担
う
。
曲
輪
Ⅰ
の
北
面
か

ら
東
面
に
か
け
て
帯
曲
輪
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
曲
輪
Ⅰ
の
切
岸
造
成
に
伴
い
形
成
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
間
に
竪
堀
を
数
本
入
れ
る
こ
と
で
、
曲
輪
間
の
行
き
来
を
妨
げ
て
い

る
。
た
だ
し
、
竪
堀
は
一
定
の
間
隔
を
空
け
て
配
置
さ
れ
、
曲
輪
自
体
を
駐
屯
地
と
し
て
利

用
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
一
乗
谷
城
で
は
、
緩
斜
面
に
竪
堀
を
間
断
な
く
設
け
て
行
き

来
を
遮
断
し
て
お
り
（
新
谷
　
二
〇
二
一
a
）、
同
じ
畝
状
空
堀
群
で
も
竪
堀
の
配
置
に
違

い
が
み
ら
れ
る
。

曲
輪
Ⅱ
は
、
土
橋
に
よ
っ
て
曲
輪
Ⅰ
と
つ
な
が
る
小
規
模
な
曲
輪
で
あ
る
。
佐
伯
は
こ
れ

を
馬
出
と
評
価
し
、
朝
倉
氏
が
国
境
の
戦
闘
時
に
築
い
た
城
に
特
有
の
技
術
で
あ
る
と
し
た

（
佐
伯
　
二
〇
一
九
）。
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
の
編
年
案
を
示
し
た
千
田
嘉
博
は
、
馬
出
の
系

譜
と
し
て
、
横
堀
対
岸
の
土
塁
か
ら
発
達
し
た
後
北
条
・
武
田
氏
の
築
城
と
、
外
桝
形
を
基

礎
に
、
横
堀
と
の
組
み
合
わ
せ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
織
豊
系
の
二
つ
が
あ
る
と
想
定
し
て

い
る
（
千
田
　
二
〇
〇
〇
）。
曲
輪
Ⅱ
は
後
者
に
近
く
、
織
豊
系
と
は
異
な
る
朝
倉
氏
独
自

の
技
術
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
た
だ
し
、
西
の
尾
根
筋
か
ら
曲
輪
Ⅱ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
現

状
で
は
判
然
と
し
な
い
。
曲
輪
Ⅱ
は
も
と
の
尾
根
筋
の
地
形
を
大
き
く
改
変
し
て
お
ら
ず
、

意
図
し
て
馬
出
と
し
た
か
は
検
討
を
要
す
る
。

曲
輪
C
と
D
の
間
の
尾
根
筋
は
、
従
来
曲
輪
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
削
平
は
さ
れ
て
お

ま
え
る
と
、
神
宮
寺
城
の
特
異
性
が
際
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
越
前
側
の
北
陸
道
筋
の
山
間
部

で
、
唯
一
遺
構
が
顕
著
に
残
る
の
が
神
宮
寺
城
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
神
宮
寺
城
と
は
ど
の

よ
う
な
城
な
の
か
、
次
節
で
詳
し
く
み
よ
う
。

２
　
神
宮
寺
城
の
構
造

神
宮
寺
城
は
、
興
福
寺
領
河
口
荘
細
呂
宜
郷
内
に
所
在
す
る
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明
二
年
七
月
一
四
日
条
に
よ
る
と
、
細
呂
宜
は
一
三
の
村
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に

「
神
宮
寺
」
が
み
え
る
。
近
隣
の
春
日
神
社
に
は
、
永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
の
年
紀
を

も
つ
笏
谷
石
製
の
狛
犬
が
現
存
し
て
い
る
。

神
宮
寺
城
は
、
越
前
で
は
大
規
模
な
部
類
に
属
し
、
畝
状
空
堀
群
を
も
つ
な
ど
技
術
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
鋪
蹟
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九
七

一
）
な
ど
の
地
誌
に
は
み
え
ず
、
郷
土
史
で
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
（
細
呂

木
村
　
一
九
六
三
）。
地
元
で
そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

一
乗
谷
城
に
多
用
さ
れ
る
畝
状
空
堀
群
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
神
宮
寺
城
が
戦
国
末
期
に
朝

倉
氏
の
手
で
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
城
郭
研
究
者
の
間
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時

期
を
め
ぐ
っ
て
は
、
存
続
期
間
を
南
北
朝
期
か
ら
織
田
期
と
幅
を
も
た
せ
る
見
解
（
青
木
　

二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
）
と
、
天
文
・
永
禄
期
の
対
一
向
一
揆
戦
、
と
り
わ
け
永
禄
一

〇
年
頃
の
短
期
利
用
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）、
い
ま
だ
に
定
見
を

み
な
い
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
八
）、
あ
わ
ら
市
が
当
城
跡
の
レ
ー
ザ
ー
測
量
調
査
を
実
施
し
、
そ

れ
を
も
と
に
南
洋
一
郎
が
縄
張
図
を
作
成
し
た
。
こ
の
縄
張
図
は
、
神
宮
寺
城
跡
保
存
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
森
に
潜
む
神
宮
寺
城
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
九
千
房
英
之
は
南
の

見
解
を
援
用
し
て
、
神
宮
寺
城
が
堀
切
で
尾
根
を
分
断
し
た
連
郭
式
山
城
で
あ
り
、
一
乗

谷
城
と
の
類
似
の
構
造
を
も
つ
こ
と
、
中
央
に
あ
っ
た
寺
院
を
生
活
空
間
と
捉
え
る
な
ら
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戦国期の加賀・越前国境域における朝倉氏の軍事行動と築城

ば
、
長
期
間
の
戦
闘
に
耐
え
う
る
詰
城
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
九
千
房
　

二
〇
二
一
）。

筆
者
は
、
上
述
の
測
量
図
を
も
と
に
、
神
宮
寺
城
の
縄
張
図
を
新
た
に
作
成
し
た
【
図

３
】。
以
下
、
本
図
に
基
づ
き
遺
構
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

曲
輪
Ⅰ
は
、
全
体
に
削
平
が
甘
く
、
中
央
に
土
壇
状
の
高
ま
り
を
も
つ
。
南
面
の
土
塁
A

は
、
堀
切
C
と
セ
ッ
ト
で
南
方
の
防
御
を
担
う
が
、
曲
輪
の
縁
に
設
け
ら
れ
ず
、
土
塁
の
配

置
と
し
て
は
や
や
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
。

横
堀
B
は
、
北
の
畝
状
空
堀
群
と
セ
ッ
ト
で
曲
輪
Ⅰ
の
防
御
を
担
う
。
曲
輪
Ⅰ
の
北
面
か

ら
東
面
に
か
け
て
帯
曲
輪
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
曲
輪
Ⅰ
の
切
岸
造
成
に
伴
い
形
成
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
間
に
竪
堀
を
数
本
入
れ
る
こ
と
で
、
曲
輪
間
の
行
き
来
を
妨
げ
て
い

る
。
た
だ
し
、
竪
堀
は
一
定
の
間
隔
を
空
け
て
配
置
さ
れ
、
曲
輪
自
体
を
駐
屯
地
と
し
て
利

用
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
一
乗
谷
城
で
は
、
緩
斜
面
に
竪
堀
を
間
断
な
く
設
け
て
行
き

来
を
遮
断
し
て
お
り
（
新
谷
　
二
〇
二
一
a
）、
同
じ
畝
状
空
堀
群
で
も
竪
堀
の
配
置
に
違

い
が
み
ら
れ
る
。

曲
輪
Ⅱ
は
、
土
橋
に
よ
っ
て
曲
輪
Ⅰ
と
つ
な
が
る
小
規
模
な
曲
輪
で
あ
る
。
佐
伯
は
こ
れ

を
馬
出
と
評
価
し
、
朝
倉
氏
が
国
境
の
戦
闘
時
に
築
い
た
城
に
特
有
の
技
術
で
あ
る
と
し
た

（
佐
伯
　
二
〇
一
九
）。
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
の
編
年
案
を
示
し
た
千
田
嘉
博
は
、
馬
出
の
系

譜
と
し
て
、
横
堀
対
岸
の
土
塁
か
ら
発
達
し
た
後
北
条
・
武
田
氏
の
築
城
と
、
外
桝
形
を
基

礎
に
、
横
堀
と
の
組
み
合
わ
せ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
織
豊
系
の
二
つ
が
あ
る
と
想
定
し
て

い
る
（
千
田
　
二
〇
〇
〇
）。
曲
輪
Ⅱ
は
後
者
に
近
く
、
織
豊
系
と
は
異
な
る
朝
倉
氏
独
自

の
技
術
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
た
だ
し
、
西
の
尾
根
筋
か
ら
曲
輪
Ⅱ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
現

状
で
は
判
然
と
し
な
い
。
曲
輪
Ⅱ
は
も
と
の
尾
根
筋
の
地
形
を
大
き
く
改
変
し
て
お
ら
ず
、

意
図
し
て
馬
出
と
し
た
か
は
検
討
を
要
す
る
。

曲
輪
C
と
D
の
間
の
尾
根
筋
は
、
従
来
曲
輪
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
削
平
は
さ
れ
て
お

ま
え
る
と
、
神
宮
寺
城
の
特
異
性
が
際
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
越
前
側
の
北
陸
道
筋
の
山
間
部

で
、
唯
一
遺
構
が
顕
著
に
残
る
の
が
神
宮
寺
城
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
神
宮
寺
城
と
は
ど
の

よ
う
な
城
な
の
か
、
次
節
で
詳
し
く
み
よ
う
。

２
　
神
宮
寺
城
の
構
造

神
宮
寺
城
は
、
興
福
寺
領
河
口
荘
細
呂
宜
郷
内
に
所
在
す
る
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明
二
年
七
月
一
四
日
条
に
よ
る
と
、
細
呂
宜
は
一
三
の
村
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に

「
神
宮
寺
」
が
み
え
る
。
近
隣
の
春
日
神
社
に
は
、
永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
の
年
紀
を

も
つ
笏
谷
石
製
の
狛
犬
が
現
存
し
て
い
る
。

神
宮
寺
城
は
、
越
前
で
は
大
規
模
な
部
類
に
属
し
、
畝
状
空
堀
群
を
も
つ
な
ど
技
術
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
鋪
蹟
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九
七

一
）
な
ど
の
地
誌
に
は
み
え
ず
、
郷
土
史
で
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
（
細
呂

木
村
　
一
九
六
三
）。
地
元
で
そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

一
乗
谷
城
に
多
用
さ
れ
る
畝
状
空
堀
群
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
神
宮
寺
城
が
戦
国
末
期
に
朝

倉
氏
の
手
で
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
城
郭
研
究
者
の
間
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時

期
を
め
ぐ
っ
て
は
、
存
続
期
間
を
南
北
朝
期
か
ら
織
田
期
と
幅
を
も
た
せ
る
見
解
（
青
木
　

二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
）
と
、
天
文
・
永
禄
期
の
対
一
向
一
揆
戦
、
と
り
わ
け
永
禄
一

〇
年
頃
の
短
期
利
用
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）、
い
ま
だ
に
定
見
を

み
な
い
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
八
）、
あ
わ
ら
市
が
当
城
跡
の
レ
ー
ザ
ー
測
量
調
査
を
実
施
し
、
そ

れ
を
も
と
に
南
洋
一
郎
が
縄
張
図
を
作
成
し
た
。
こ
の
縄
張
図
は
、
神
宮
寺
城
跡
保
存
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
森
に
潜
む
神
宮
寺
城
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
九
千
房
英
之
は
南
の

見
解
を
援
用
し
て
、
神
宮
寺
城
が
堀
切
で
尾
根
を
分
断
し
た
連
郭
式
山
城
で
あ
り
、
一
乗

谷
城
と
の
類
似
の
構
造
を
も
つ
こ
と
、
中
央
に
あ
っ
た
寺
院
を
生
活
空
間
と
捉
え
る
な
ら
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ら
ず
、
自
然
地
形
の
ま
ま
で
あ
る
。
E
は
尾
根
筋
に
対
し
て
直
角
で
な
く
、
堀
切
と
は
み
な

し
が
た
い
。
山
麓
か
ら
続
く
山
道
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
明
ら
か
に
後
世
の
造
作
で
あ
る
。

D
は
位
置
的
に
堀
切
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
E
と
同
様
に
山
道
と
し
て
改
変
を
受
け
て
い

る
。
C
も
堀
底
が
二
段
に
造
成
さ
れ
て
お
り
、
後
世
に
改
変
を
受
け
て
い
る
。

曲
輪
Ⅰ
・
Ⅱ
の
西
側
の
尾
根
筋
は
、
堀
切
F
・
G
・
H
に
よ
り
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
堀
切

G
と
H
の
間
の
尾
根
筋
は
人
工
的
な
造
成
は
み
ら
れ
な
い
が
、
フ
ラ
ッ
ト
に
近
く
、
そ
れ
な

り
に
広
い
面
積
を
も
つ
。
城
が
機
能
し
た
時
期
に
は
駐
屯
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
は
神
宮
寺
の
伽
藍
の
一
部
で
、
奥
に
近
世
の
墓
地
が
残
る
。
そ
こ
に
は
、
一
七
世
紀
か

ら
一
八
世
紀
初
頭
に
神
宮
寺
の
復
興
に
力
を
尽
く
し
た
憲
海
ら
の
墓
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

Ⅲ
の
下
に
は
、
直
線
道
沿
い
に
削
平
地
が
展
開
す
る
が
、
こ
れ
は
中
世
山
寺
に
特
有
の
平
面

構
造
で
あ
る
。
神
宮
寺
は
近
世
以
降
に
改
変
を
受
け
て
い
る
が
、
基
本
的
な
プ
ラ
ン
は
中
世

に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ⅳ
に
は
中
世
の
石
造
物
が
散
乱
し
て
お
り
、
中
世
墓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず

れ
も
破
損
が
著
し
く
、
人
為
的
に
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
墓
域
の
破
壊
と
築
城

と
の
関
わ
り
は
判
然
と
し
な
い
が
、
墓
地
自
体
は
神
宮
寺
と
の
関
連
に
よ
り
営
ま
れ
た
の

だ
ろ
う
。

Ｖ
は
八
幡
神
社
跡
と
伝
わ
る
。
石
垣
が
残
る
が
、
明
ら
か
に
近
世
以
降
の
造
作
で
あ
る
。

隣
接
す
る
境
界
石
は
、
指
中
と
沢
の
集
落
の
境
を
示
し
て
い
る
。
南
西
の
尾
根
筋
に
も
削
平

地
が
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
宗
教
施
設
に
伴
う
造
作
だ
ろ
う
。
Ⅵ
は
現
在
竹
林
に

な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
人
工
的
に
造
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
現
指
中
神
社
一
帯
の
削
平
地
も
含
め
て
、
寺
院
の
空
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
地
に
は
広
大
な
削
平
地
群
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
神

図３　神宮寺城縄張図
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３
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
山
城
の
防
御
施
設

神
宮
寺
城
は
、
畝
状
空
堀
群
に
加
え
、
土
塁
や
堀
切
、
横
堀
な
ど
を
効
果
的
に
配
置
し
、

土
の
城
の
主
要
な
防
御
施
設
を
網
羅
し
て
い
る
。
朝
倉
氏
の
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
と
の
共

通
性
が
み
て
と
れ
る
。

で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
こ
の
よ
う
な
城
は
他
に
あ
る
の
か
。
畝
状
空
堀
群
は
、
加

賀
南
部
で
は
波
佐
谷
・
山
中
黒
谷
・
樋
谷
・
大
聖
寺
の
四
城
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
波

佐
谷
を
除
く
三
城
は
、
永
禄
一
〇
年
の
講
和
時
に
朝
倉
方
が
撤
退
し
、
放
火
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。
大
聖
寺
は
、
永
禄
七
年
に
も
朝
倉
方
が
在
番
し
て
い
る

（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
な
お
、
大
聖
寺
城
の
山
続
き
に
津
葉
城
と
い
う
城
郭
遺
構
が
存
在

す
る
が
、
曲
輪
を
主
体
と
す
る
粗
放
な
構
造
で
あ
る
。
織
田
勢
が
東
側
の
大
聖
寺
へ
城
の
中

心
を
移
し
た
と
み
る
見
解
も
あ
る
が
（
石
川
県
教
委
　
二
〇
〇
六
）、
畝
状
空
堀
群
な
ど
の

整
備
は
朝
倉
氏
の
段
階
と
み
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

一
方
、
一
揆
方
の
城
と
し
て
焼
か
れ
た
柏
野
・
松
山
両
城
（「
賀
越
闘
諍
記
」）
に
は
畝
状

空
堀
群
は
み
ら
れ
な
い
。
柏
野
城
は
防
御
施
設
が
判
然
と
せ
ず
、
城
郭
か
ど
う
か
判
断
し
が

た
い
と
い
う
。
松
山
城
は
、
馬
出
の
存
在
か
ら
朝
倉
方
の
改
修
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
（
佐

伯
　
二
〇
一
七
a
）、
横
堀
主
体
の
防
御
で
、
動
線
の
折
れ
も
明
確
で
あ
り
、
構
築
年
代
が

さ
ら
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
は
織
田
勢
が
加
賀

に
侵
攻
し
、
一
揆
勢
が
松
山
城
な
ど
に
籠
城
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
b
）。
石
川
美

咲
は
、
東
西
の
曲
輪
群
の
構
築
年
代
に
差
が
あ
り
、
東
側
が
比
較
的
古
い
様
相
を
と
ど
め
て

い
る
と
し
つ
つ
、
朝
倉
方
の
整
備
を
裏
づ
け
る
史
料
上
の
徴
証
は
な
い
と
慎
重
な
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
三
）。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
畝
状
空
堀
群
の
構
築
は
、
朝
倉
方
の
加
賀
侵
攻
と
の
関
わ
り

で
ひ
と
ま
ず
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

越
前
側
の
国
境
域
で
は
、
顕
著
な
防
御
施
設
を
も
つ
山
城
自
体
が
少
な
く
、
畝
状
空
堀
群

宮
寺
な
ど
の
宗
教
施
設
に
伴
う
遺
構
で
あ
る
。
城
郭
の
遺
構
は
、
曲
輪
Ⅰ
を
中
心
と
し
て
尾

根
筋
上
に
展
開
し
て
い
る
。
築
城
に
際
し
て
、
既
存
の
寺
院
空
間
は
ほ
と
ん
ど
改
変
を
受
け

て
お
ら
ず
、
寺
院
と
城
郭
と
の
併
存
も
原
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
曲
輪
Ⅰ
・
Ⅱ
と
Ⅲ
以
下

と
の
連
絡
は
乏
し
く
、
城
郭
が
寺
院
を
守
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
Ⅲ
以
下
は
一
時
的

な
駐
屯
に
は
使
用
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
格
的
な
戦
闘
に
は
対
応
で
き
な
い
も
の
と

み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
既
存
の
寺
院
空
間
を
含
め
て
恒
常
的
な
詰
城
と
み
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

曲
輪
Ⅰ
・
Ⅱ
の
西
と
南
に
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
も
つ
未
削
平
地
が
広
が
る
こ
と
は
前
述

し
た
。
こ
れ
ら
を
駐
屯
の
ス
ペ
ー
ス
と
捉
え
れ
ば
、
当
城
の
プ
ラ
ン
は
、
中
心
部
（
司
令

部
）
と
周
縁
部
（
駐
屯
ス
ペ
ー
ス
）
の
二
重
構
造
と
し
て
把
握
で
き
る
。
同
様
の
プ
ラ
ン

は
、
賤
ヶ
岳
合
戦
の
陣
城
な
ど
に
認
め
ら
れ
（
多
田
　
一
九
八
九
）、
典
型
的
な
陣
城
の
様

相
を
示
し
て
い
る
。
曲
輪
造
成
の
甘
さ
や
土
塁
と
曲
輪
と
の
連
携
の
悪
さ
な
ど
も
、
臨
時
的

な
築
城
の
経
緯
を
傍
証
し
て
く
れ
る
。
城
郭
の
実
在
を
示
す
史
料
や
伝
承
が
な
い
こ
と
も
、

陣
城
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。
当
城
の
臨
時
性
を
縄
張
か
ら
読

み
解
い
た
佐
伯
の
見
解
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）
は
、
概
ね
首
肯
で
き
よ
う
。

佐
伯
は
、
朝
倉
景
鏡
が
神
宮
寺
沢
村
に
宛
て
た
禁
制
（「
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
文

書
」）
を
も
と
に
、
当
城
の
構
築
を
永
禄
一
〇
年
と
推
定
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）。

こ
の
時
、
沢
村
が
軍
事
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
神
宮
寺
城
が
実

際
に
機
能
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
永
禄
一
〇
年
三
月
の
戦
闘

は
、
堀
江
景
忠
の
離
反
と
い
う
不
慮
へ
の
対
応
で
あ
り
、
陣
城
の
構
築
ま
で
可
能
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。

神
宮
寺
城
は
、
畝
状
空
堀
群
と
横
堀
を
組
み
合
わ
せ
た
防
御
ラ
イ
ン
を
も
つ
点
に
特
徴
が

あ
る
。
こ
う
し
た
技
術
的
な
側
面
か
ら
、
当
城
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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３
　
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
山
城
の
防
御
施
設

神
宮
寺
城
は
、
畝
状
空
堀
群
に
加
え
、
土
塁
や
堀
切
、
横
堀
な
ど
を
効
果
的
に
配
置
し
、

土
の
城
の
主
要
な
防
御
施
設
を
網
羅
し
て
い
る
。
朝
倉
氏
の
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
と
の
共

通
性
が
み
て
と
れ
る
。

で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
で
こ
の
よ
う
な
城
は
他
に
あ
る
の
か
。
畝
状
空
堀
群
は
、
加

賀
南
部
で
は
波
佐
谷
・
山
中
黒
谷
・
樋
谷
・
大
聖
寺
の
四
城
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
波

佐
谷
を
除
く
三
城
は
、
永
禄
一
〇
年
の
講
和
時
に
朝
倉
方
が
撤
退
し
、
放
火
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
（「
賀
越
闘
諍
記
」）。
大
聖
寺
は
、
永
禄
七
年
に
も
朝
倉
方
が
在
番
し
て
い
る

（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
な
お
、
大
聖
寺
城
の
山
続
き
に
津
葉
城
と
い
う
城
郭
遺
構
が
存
在

す
る
が
、
曲
輪
を
主
体
と
す
る
粗
放
な
構
造
で
あ
る
。
織
田
勢
が
東
側
の
大
聖
寺
へ
城
の
中

心
を
移
し
た
と
み
る
見
解
も
あ
る
が
（
石
川
県
教
委
　
二
〇
〇
六
）、
畝
状
空
堀
群
な
ど
の

整
備
は
朝
倉
氏
の
段
階
と
み
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

一
方
、
一
揆
方
の
城
と
し
て
焼
か
れ
た
柏
野
・
松
山
両
城
（「
賀
越
闘
諍
記
」）
に
は
畝
状

空
堀
群
は
み
ら
れ
な
い
。
柏
野
城
は
防
御
施
設
が
判
然
と
せ
ず
、
城
郭
か
ど
う
か
判
断
し
が

た
い
と
い
う
。
松
山
城
は
、
馬
出
の
存
在
か
ら
朝
倉
方
の
改
修
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
（
佐

伯
　
二
〇
一
七
a
）、
横
堀
主
体
の
防
御
で
、
動
線
の
折
れ
も
明
確
で
あ
り
、
構
築
年
代
が

さ
ら
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
は
織
田
勢
が
加
賀

に
侵
攻
し
、
一
揆
勢
が
松
山
城
な
ど
に
籠
城
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
b
）。
石
川
美

咲
は
、
東
西
の
曲
輪
群
の
構
築
年
代
に
差
が
あ
り
、
東
側
が
比
較
的
古
い
様
相
を
と
ど
め
て

い
る
と
し
つ
つ
、
朝
倉
方
の
整
備
を
裏
づ
け
る
史
料
上
の
徴
証
は
な
い
と
慎
重
な
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
三
）。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
畝
状
空
堀
群
の
構
築
は
、
朝
倉
方
の
加
賀
侵
攻
と
の
関
わ
り

で
ひ
と
ま
ず
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

越
前
側
の
国
境
域
で
は
、
顕
著
な
防
御
施
設
を
も
つ
山
城
自
体
が
少
な
く
、
畝
状
空
堀
群

宮
寺
な
ど
の
宗
教
施
設
に
伴
う
遺
構
で
あ
る
。
城
郭
の
遺
構
は
、
曲
輪
Ⅰ
を
中
心
と
し
て
尾

根
筋
上
に
展
開
し
て
い
る
。
築
城
に
際
し
て
、
既
存
の
寺
院
空
間
は
ほ
と
ん
ど
改
変
を
受
け

て
お
ら
ず
、
寺
院
と
城
郭
と
の
併
存
も
原
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
曲
輪
Ⅰ
・
Ⅱ
と
Ⅲ
以
下

と
の
連
絡
は
乏
し
く
、
城
郭
が
寺
院
を
守
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
Ⅲ
以
下
は
一
時
的

な
駐
屯
に
は
使
用
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
格
的
な
戦
闘
に
は
対
応
で
き
な
い
も
の
と

み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
既
存
の
寺
院
空
間
を
含
め
て
恒
常
的
な
詰
城
と
み
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

曲
輪
Ⅰ
・
Ⅱ
の
西
と
南
に
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
も
つ
未
削
平
地
が
広
が
る
こ
と
は
前
述

し
た
。
こ
れ
ら
を
駐
屯
の
ス
ペ
ー
ス
と
捉
え
れ
ば
、
当
城
の
プ
ラ
ン
は
、
中
心
部
（
司
令

部
）
と
周
縁
部
（
駐
屯
ス
ペ
ー
ス
）
の
二
重
構
造
と
し
て
把
握
で
き
る
。
同
様
の
プ
ラ
ン

は
、
賤
ヶ
岳
合
戦
の
陣
城
な
ど
に
認
め
ら
れ
（
多
田
　
一
九
八
九
）、
典
型
的
な
陣
城
の
様

相
を
示
し
て
い
る
。
曲
輪
造
成
の
甘
さ
や
土
塁
と
曲
輪
と
の
連
携
の
悪
さ
な
ど
も
、
臨
時
的

な
築
城
の
経
緯
を
傍
証
し
て
く
れ
る
。
城
郭
の
実
在
を
示
す
史
料
や
伝
承
が
な
い
こ
と
も
、

陣
城
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。
当
城
の
臨
時
性
を
縄
張
か
ら
読

み
解
い
た
佐
伯
の
見
解
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）
は
、
概
ね
首
肯
で
き
よ
う
。

佐
伯
は
、
朝
倉
景
鏡
が
神
宮
寺
沢
村
に
宛
て
た
禁
制
（「
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
文

書
」）
を
も
と
に
、
当
城
の
構
築
を
永
禄
一
〇
年
と
推
定
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
二
一
）。

こ
の
時
、
沢
村
が
軍
事
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
神
宮
寺
城
が
実

際
に
機
能
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
永
禄
一
〇
年
三
月
の
戦
闘

は
、
堀
江
景
忠
の
離
反
と
い
う
不
慮
へ
の
対
応
で
あ
り
、
陣
城
の
構
築
ま
で
可
能
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。

神
宮
寺
城
は
、
畝
状
空
堀
群
と
横
堀
を
組
み
合
わ
せ
た
防
御
ラ
イ
ン
を
も
つ
点
に
特
徴
が

あ
る
。
こ
う
し
た
技
術
的
な
側
面
か
ら
、
当
城
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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小
括

本
章
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
城
館
の
分
布
を
把
握
し
た
上
で
、
神
宮
寺
城

の
平
面
プ
ラ
ン
を
読
み
解
き
、
そ
の
特
異
性
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
た
。
当
該
地
域
で
は
、

城
館
、
と
り
わ
け
山
城
の
分
布
に
粗
密
が
あ
る
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
加
賀
側
に
山
城

が
多
く
、
越
前
側
は
少
な
い
。
こ
う
し
た
分
布
の
あ
り
方
は
、
一
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
朝

倉
氏
の
軍
事
侵
攻
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
朝
倉
氏
が
大
聖
寺
方
面
の
掌
握

を
目
指
し
た
と
い
う
前
章
の
結
論
と
も
符
合
す
る
。

神
宮
寺
城
は
、
畝
状
空
堀
群
な
ど
の
防
御
施
設
を
効
果
的
に
配
置
し
、
朝
倉
氏
の
本
城
で

あ
る
一
乗
谷
城
と
の
類
似
性
が
う
か
が
え
る
。
同
様
の
山
城
は
越
前
側
に
は
な
く
、
む
し
ろ

加
賀
南
部
に
み
ら
れ
る
。
神
宮
寺
城
は
、
金
津
と
大
聖
寺
を
結
ぶ
市
街
道
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

に
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
海
岸
よ
り
の
北
陸
道
に
も
比
較
的
近
い
こ
と
か
ら
、
朝
倉
氏
が
加

賀
侵
攻
の
足
が
か
り
と
し
て
重
要
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
朝
倉
氏
と
一
向
一
揆
の
抗
争
の
舞
台
と
な
っ
た
加
賀
・
越
前
国
境
域
を
対
象

と
し
て
、
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
軍
事
情
勢
と
城
館
の
分
布
と
の
突
き
合
わ
せ
を
試
み
た
。

一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
の
加
賀
は
、
朝
倉
氏
に
敵
対
す
る
勢
力
の
軍
事
基
盤
と

な
っ
て
い
た
。
朝
倉
氏
は
一
揆
勢
と
の
対
戦
を
経
て
、
永
正
期
に
北
陸
道
を
封
鎖
し
、
長
崎

を
軍
事
拠
点
化
す
る
（
新
谷
　
二
〇
二
一
b
）。
こ
の
時
点
で
は
、
国
境
の
防
衛
が
焦
点
と

な
っ
て
い
た
。

朝
倉
氏
の
加
賀
侵
攻
が
積
極
化
す
る
の
は
、
一
六
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
対
一
揆

戦
で
は
金
津
が
し
ば
し
ば
陣
所
と
さ
れ
、
大
聖
寺
方
面
の
攻
防
が
重
視
さ
れ
た
。
一
六
世

紀
前
半
の
頃
に
比
べ
る
と
、
軍
事
拠
点
が
北
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
に

は
、
朝
倉
氏
に
と
っ
て
も
国
境
は
自
明
で
は
な
く
な
り
、
加
賀
南
部
へ
の
勢
力
扶
植
が
推

を
も
つ
の
は
神
宮
寺
城
の
み
で
あ
る
。
上
野
山
城
・
河
上
城
は
横
堀
を
防
御
の
主
体
と
し
、

陣
城
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
佐
伯
は
椚
山
・
瓜
生
・
後
山
も
含
め
て
、
朝
倉
氏
の
対
一
揆

戦
の
陣
城
と
評
価
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
一
七
a
）。
し
か
し
、
上
野
山
・
河
上
と
椚
山

以
下
と
は
構
造
的
な
差
異
が
大
き
く
、
時
期
差
や
機
能
差
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
北
陸

方
面
へ
の
主
要
な
進
軍
路
で
あ
る
北
陸
道
か
ら
は
い
ず
れ
も
外
れ
て
お
り
、
対
一
揆
戦
の
文

脈
で
評
価
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
在
地
領
主
の
詰
城
で
あ
っ
た
可
能
性
や
、
織

田
勢
の
越
前
侵
攻
に
際
し
て
築
か
れ
た
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。

加
賀
・
越
前
国
境
域
に
お
け
る
築
城
の
様
相
を
上
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
神
宮
寺
城
の
特

異
性
が
際
立
つ
。
も
と
も
と
山
城
が
希
薄
な
越
前
側
で
、
本
城
と
同
様
の
築
城
技
術
を
用
い

て
築
か
れ
た
当
城
は
、
朝
倉
氏
の
軍
事
戦
略
上
、
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
そ
の
戦
略
的
重
要
性
と
は
何
か
。
朝
倉
氏
の
加
賀
侵
攻
で
は
、
金
津
に
在
陣
し
、

大
聖
寺
方
面
の
掌
握
を
目
指
す
の
が
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
橘
口
を

経
由
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（「
宗
滴
夜
話
」
な
ど
）、
北
陸
道
が
主
要
な
進
軍
路
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
牛
谷
や
熊
坂
口
で
も
戦
闘
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
【
表

１
】、
内
陸
側
の
峠
道
も
軍
事
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
道
は

市
街
道
と
い
い
、
金
津
よ
り
牛
谷
峠
を
越
え
、
大
聖
寺
方
面
へ
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
（
福
井

県
教
委
　
二
〇
〇
一
）。
実
際
に
加
賀
側
で
は
、
市
街
道
筋
に
城
館
が
集
中
的
に
分
布
し
て

い
る
【
図
２
】。

神
宮
寺
城
は
、
市
街
道
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
押
さ
え
つ
つ
、
北
陸
道
方
面
に
も
に
ら
み
を

き
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
加
賀
侵
攻
の
足
が
か
り
と
し
て
朝
倉

氏
に
重
要
視
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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向
宗
と
し
て
の
一
体
性
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
一
揆
勢
と
の
対
峙
が
、
朝
倉
氏
に

「
国
」
認
識
の
変
革
を
促
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
同
様
の
現
象
は
近
隣
の
大
名

に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
六
角
氏
は
一
六
世
紀
に
は
北
伊
勢
に
侵
攻
し
、
一

族
を
現
地
の
国
衆
の
家
督
に
据
え
る
な
ど
勢
力
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
（
村
井
　
二
〇
一

二
）。
従
来
の
守
護
分
国
の
枠
組
み
が
流
動
化
し
、
境
目
の
攻
防
が
激
化
し
て
い
く
様
子
が

う
か
が
え
る
。
朝
倉
氏
の
加
賀
侵
攻
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
戦
国
期
の
う
ね
り
の
な
か
で

ひ
と
ま
ず
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

朝
倉
氏
は
、
加
賀
南
部
に
城
を
築
き
、
番
勢
を
一
定
期
間
配
置
す
る
が
、
加
賀
側
の
勢
力

の
編
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
朝
倉
氏
の
も
と
に
は
、
将
軍
か
ら
の
和
平
調
停
の
要
請
が
相

次
ぎ
、
そ
の
度
に
国
境
へ
の
揺
り
戻
し
が
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
加
賀
と
の
国
境
は
、
朝

倉
氏
に
と
っ
て
最
後
ま
で
越
え
ら
れ
な
い
一
線
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
守
護
被
官
の
立
場
か
ら

権
力
化
を
遂
げ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
越
前
と
い
う
分
国
の
枠
組
み
を
強
く
意
識
し
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
越
前
国
内
に
は
堀
江
氏
な
ど
の
自
立
的
な
領
主

が
お
り
、
そ
れ
へ
の
対
処
も
加
賀
進
出
の
足
か
せ
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
朝
倉

氏
は
、
広
域
統
合
の
志
向
と
国
の
枠
組
み
の
規
定
性
の
せ
め
ぎ
合
い
を
抱
え
た
ま
ま
、
織
田

政
権
の
侵
攻
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
み
た
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
様
相
は
、
越
前
と
境
を
接
す
る
若
狭
・
近
江
・
美

濃
・
飛
騨
の
地
域
権
力
と
朝
倉
氏
と
の
関
係
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
位
置
づ
け
が
鮮
明

に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
若
狭
で
は
、
守
護
の
武
田
氏
が
内
紛
に
よ
り
弱
体
化
し
、

永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
は
当
主
の
孫
八
郎
（
元
明
）
が
越
前
に
連
行
さ
れ
て
い
る
。

河
村
昭
一
は
、
朝
倉
氏
が
元
明
を
通
じ
て
若
狭
国
人
を
統
制
し
、
若
狭
を
事
実
上
の
領
国

に
し
よ
う
と
し
た
と
評
価
し
て
い
る
（
河
村
　
二
〇
二
一
）。
加
賀
で
は
盟
主
と
な
る
領
主

が
お
ら
ず
、
同
様
の
方
式
を
と
る
の
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
境
目
の
あ
り
方
は
隣
接

す
る
地
域
の
様
相
や
領
主
の
性
格
に
規
定
さ
れ
、
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

進
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
権
力
秩
序
や
軍
事
情
勢
と
絡
め
て
、
城
館
の
分
布
を

読
み
解
い
た
。
福
井
県
・
石
川
県
で
は
中
世
城
館
の
分
布
調
査
が
既
に
完
了
し
て
い
る
が
、

県
域
を
ま
た
い
だ
考
察
や
相
互
の
比
較
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

戦
国
期
の
人
の
営
み
が
現
在
の
行
政
区
分
で
完
結
す
る
は
ず
が
な
く
、
城
館
の
分
布
や
構
造

に
つ
い
て
も
よ
り
広
い
枠
組
み
の
も
と
で
捉
え
る
視
座
が
必
要
で
あ
る
。
境
目
へ
の
着
目

は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
有
効
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
畝
状
空
堀
群
を
伴
う
山
城
が
朝
倉
氏
の
対
一
揆
戦
の
な
か
で
構
築
さ
れ
た
可

能
性
を
指
摘
し
た
。
畝
状
空
堀
群
が
朝
倉
氏
の
築
城
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
史
料
上
の
裏
付
け
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
、
関
連
史
料
が
比
較
的

豊
富
な
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
攻
防
戦
を
取
り
上
げ
、
城
館
の
分
布
を
網
羅
的
に
把
握
し
た

結
果
、
よ
り
蓋
然
性
の
高
い
評
価
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

本
城
の
一
乗
谷
城
を
含
め
た
畝
状
空
堀
群
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
氏
の
最
末
期
と

す
る
見
解
（
青
木
　
二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
）
と
、
天
文
・
永
禄
期
（
佐
伯
　
二
〇
一

九
・
新
谷
　
二
〇
二
一
a
）
と
す
る
見
解
が
並
立
し
て
い
る
。
本
稿
の
検
討
に
よ
り
、
少
な

く
と
も
弘
治
・
永
禄
年
間
の
築
城
に
お
い
て
畝
状
空
堀
群
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
神
宮
寺
城
と
一
乗
谷
城
で
は
畝
状
空
堀
群
の
規
模
や
配
置
に
違
い
が

あ
り
、
時
期
差
や
機
能
差
を
考
慮
し
た
分
析
が
今
後
は
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
畝
状
空

堀
群
自
体
は
全
国
的
に
分
布
が
確
認
さ
れ
、
朝
倉
氏
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
国
境
で
の
攻

防
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
有
効
性
が
認
知
さ
れ
、
朝
倉
氏
の
築
城
技
術
と
し
て
次
第
に
定
着
し

て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
朝
倉
氏
の
築
城
指
南
書
で
あ
る
『
築
城
記
』
に
は
、
山
城
に

は
竪
堀
を
設
け
る
べ
き
と
あ
る
が
（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
）、
こ
う
し

た
知
識
は
実
戦
を
通
じ
て
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
揆
勢
は
国
郡
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
北
陸
一
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向
宗
と
し
て
の
一
体
性
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
一
揆
勢
と
の
対
峙
が
、
朝
倉
氏
に

「
国
」
認
識
の
変
革
を
促
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
同
様
の
現
象
は
近
隣
の
大
名

に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
六
角
氏
は
一
六
世
紀
に
は
北
伊
勢
に
侵
攻
し
、
一

族
を
現
地
の
国
衆
の
家
督
に
据
え
る
な
ど
勢
力
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
（
村
井
　
二
〇
一

二
）。
従
来
の
守
護
分
国
の
枠
組
み
が
流
動
化
し
、
境
目
の
攻
防
が
激
化
し
て
い
く
様
子
が

う
か
が
え
る
。
朝
倉
氏
の
加
賀
侵
攻
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
戦
国
期
の
う
ね
り
の
な
か
で

ひ
と
ま
ず
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

朝
倉
氏
は
、
加
賀
南
部
に
城
を
築
き
、
番
勢
を
一
定
期
間
配
置
す
る
が
、
加
賀
側
の
勢
力

の
編
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
朝
倉
氏
の
も
と
に
は
、
将
軍
か
ら
の
和
平
調
停
の
要
請
が
相

次
ぎ
、
そ
の
度
に
国
境
へ
の
揺
り
戻
し
が
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
加
賀
と
の
国
境
は
、
朝

倉
氏
に
と
っ
て
最
後
ま
で
越
え
ら
れ
な
い
一
線
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
守
護
被
官
の
立
場
か
ら

権
力
化
を
遂
げ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
越
前
と
い
う
分
国
の
枠
組
み
を
強
く
意
識
し
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
越
前
国
内
に
は
堀
江
氏
な
ど
の
自
立
的
な
領
主

が
お
り
、
そ
れ
へ
の
対
処
も
加
賀
進
出
の
足
か
せ
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
朝
倉

氏
は
、
広
域
統
合
の
志
向
と
国
の
枠
組
み
の
規
定
性
の
せ
め
ぎ
合
い
を
抱
え
た
ま
ま
、
織
田

政
権
の
侵
攻
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
み
た
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
様
相
は
、
越
前
と
境
を
接
す
る
若
狭
・
近
江
・
美

濃
・
飛
騨
の
地
域
権
力
と
朝
倉
氏
と
の
関
係
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
位
置
づ
け
が
鮮
明

に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
若
狭
で
は
、
守
護
の
武
田
氏
が
内
紛
に
よ
り
弱
体
化
し
、

永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
は
当
主
の
孫
八
郎
（
元
明
）
が
越
前
に
連
行
さ
れ
て
い
る
。

河
村
昭
一
は
、
朝
倉
氏
が
元
明
を
通
じ
て
若
狭
国
人
を
統
制
し
、
若
狭
を
事
実
上
の
領
国

に
し
よ
う
と
し
た
と
評
価
し
て
い
る
（
河
村
　
二
〇
二
一
）。
加
賀
で
は
盟
主
と
な
る
領
主

が
お
ら
ず
、
同
様
の
方
式
を
と
る
の
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
境
目
の
あ
り
方
は
隣
接

す
る
地
域
の
様
相
や
領
主
の
性
格
に
規
定
さ
れ
、
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

進
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
権
力
秩
序
や
軍
事
情
勢
と
絡
め
て
、
城
館
の
分
布
を

読
み
解
い
た
。
福
井
県
・
石
川
県
で
は
中
世
城
館
の
分
布
調
査
が
既
に
完
了
し
て
い
る
が
、

県
域
を
ま
た
い
だ
考
察
や
相
互
の
比
較
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

戦
国
期
の
人
の
営
み
が
現
在
の
行
政
区
分
で
完
結
す
る
は
ず
が
な
く
、
城
館
の
分
布
や
構
造

に
つ
い
て
も
よ
り
広
い
枠
組
み
の
も
と
で
捉
え
る
視
座
が
必
要
で
あ
る
。
境
目
へ
の
着
目

は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
有
効
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
畝
状
空
堀
群
を
伴
う
山
城
が
朝
倉
氏
の
対
一
揆
戦
の
な
か
で
構
築
さ
れ
た
可

能
性
を
指
摘
し
た
。
畝
状
空
堀
群
が
朝
倉
氏
の
築
城
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
史
料
上
の
裏
付
け
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
、
関
連
史
料
が
比
較
的

豊
富
な
加
賀
・
越
前
国
境
域
の
攻
防
戦
を
取
り
上
げ
、
城
館
の
分
布
を
網
羅
的
に
把
握
し
た

結
果
、
よ
り
蓋
然
性
の
高
い
評
価
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

本
城
の
一
乗
谷
城
を
含
め
た
畝
状
空
堀
群
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
氏
の
最
末
期
と

す
る
見
解
（
青
木
　
二
〇
〇
三
・
南
　
二
〇
一
六
）
と
、
天
文
・
永
禄
期
（
佐
伯
　
二
〇
一

九
・
新
谷
　
二
〇
二
一
a
）
と
す
る
見
解
が
並
立
し
て
い
る
。
本
稿
の
検
討
に
よ
り
、
少
な

く
と
も
弘
治
・
永
禄
年
間
の
築
城
に
お
い
て
畝
状
空
堀
群
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
神
宮
寺
城
と
一
乗
谷
城
で
は
畝
状
空
堀
群
の
規
模
や
配
置
に
違
い
が

あ
り
、
時
期
差
や
機
能
差
を
考
慮
し
た
分
析
が
今
後
は
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
畝
状
空

堀
群
自
体
は
全
国
的
に
分
布
が
確
認
さ
れ
、
朝
倉
氏
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
国
境
で
の
攻

防
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
有
効
性
が
認
知
さ
れ
、
朝
倉
氏
の
築
城
技
術
と
し
て
次
第
に
定
着
し

て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
朝
倉
氏
の
築
城
指
南
書
で
あ
る
『
築
城
記
』
に
は
、
山
城
に

は
竪
堀
を
設
け
る
べ
き
と
あ
る
が
（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
）、
こ
う
し

た
知
識
は
実
戦
を
通
じ
て
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
揆
勢
は
国
郡
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
北
陸
一
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佐
伯
哲
也
　
二
〇
一
九
『
越
前
中
世
城
郭
図
面
集
』
Ⅰ
　
桂
書
房

佐
伯
哲
也
　
二
〇
二
一
『
朝
倉
氏
の
城
郭
と
合
戦
』
戎
光
祥
出
版

佐
藤
圭
　
二
〇
一
四
『
朝
倉
孝
景
―
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
礎
を
築
い
た
猛
将
―
』
戎
光
祥
出

版
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
編
　
一
九
七
一
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
　
上
』
松
見
文
庫

真
宗
史
料
刊
行
会
編
　
二
〇
〇
七
『
大
系
真
宗
史
料
　
文
書
記
録
編
11
　
一
向
一
揆
』
法
蔵

館
新
谷
和
之
　
二
〇
二
一
a
「
一
乗
谷
城
の
縄
張
構
造
」『
一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
資
料
館
紀
要
　

二
〇
一
九
』

新
谷
和
之
　
二
〇
二
一
b
「
中
世
後
期
に
お
け
る
越
前
北
部
の
軍
事
情
勢
と
長
崎
称
念
寺
」

『
民
俗
文
化
』
三
三

千
田
嘉
博
　
二
〇
〇
〇
『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会

竹
井
英
文
　
二
〇
二
二
『
杉
山
城
問
題
と
戦
国
期
東
国
城
郭
』
戎
光
祥
出
版

竹
間
芳
明
　
二
〇
一
二
『
北
陸
の
戦
国
時
代
と
一
揆
』
高
志
書
院

竹
間
芳
明
　
二
〇
二
一
『
戦
国
時
代
と
一
向
一
揆
』
文
学
通
信

多
田
暢
久
　
一
九
八
九
「
陣
城
プ
ラ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
―
賤
ヶ
岳
陣
城
を
中
心
に
」『
近

江
の
城
』
三
二

多
田
暢
久
　
二
〇
〇
二
「
城
郭
構
成
か
ら
み
た
地
域
と
境
目
―
西
播
磨
地
域
の
中
世
城
郭
を

中
心
に
―
」
村
田
修
三
編
『
新
視
点
　
中
世
城
郭
研
究
論
集
』
新
人
物
往
来
社

仁
木
宏
　
一
九
九
九
「
吉
崎
の
歴
史
環
境
」『
中
世
大
阪
の
都
市
機
能
と
構
造
に
関
す
る
調

査
研
究
―
越
前
吉
崎
「
寺
内
」
の
調
査
研
究
―
』
大
阪
市
立
博
物
館

則
竹
雄
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